
o
ト
ス
カ
ー
ナ
折
半
小
作
地
帯
の
最
近
に
お
け
る
変
貌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ー
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
に
お
け
る
事
例
研
究
ー

竹
　
内
　
啓

一

一
　
問
題
の
所
在

トスカーナ折半小作地帯の最近における変貌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
農
村
景
観
（
短
霧
お
σ
q
δ
旨
声
一
①
）
あ
る
い
は
農
業
景
観
（
嚇
①
田
器
δ
品
寅
ユ
o
）
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
ト
ス
カ
ー
ナ
、
ウ
ン
プ
リ
ア
、

マ
ル
ケ
、
そ
れ
に
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニ
ャ
の
一
部
を
も
含
む
地
域
を
中
部
イ
タ
リ
ア
と
し
て
一
括
し
、
そ
こ
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の

形
態
が
、
生
産
力
お
よ
び
生
産
関
係
に
規
定
さ
れ
て
共
通
の
構
造
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
り
、
地
理
学
の
分
野
で
の
デ
プ
ラ
ン
ク
（
U
。
愚
す
β
器
。
。
｝
頃
）
、
農
業
史
の
分
野
で
の
セ
レ
ー
二
（
ω
①
－

　
　
（
4
）

器
巨
国
）
を
緒
に
す
る
と
言
え
よ
う
。
筆
者
も
、
こ
れ
ら
先
達
の
業
績
に
導
か
れ
て
、
若
干
の
事
例
研
究
や
比
較
研
究
を
断
続
的
に
し
て

　
　
　
　
　
（
5
）

き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
一
般
的
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
要
素
の
結
合
は
、
図
式
的
に
示
せ
ば
、
「
散
居
i
農
家
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
農

地
と
の
固
定
i
所
有
お
よ
ぴ
保
有
地
の
ま
と
ま
り
（
非
細
分
化
）
1
折
半
小
作
制
－
農
業
へ
の
専
業
化
－
混
合
耕
作
（
各
農
家

の
農
地
（
℃
a
R
Φ
）
お
よ
ぴ
耕
地
片
（
窓
註
8
一
σ
又
は
℃
賀
8
一
σ
）
内
で
の
多
種
栽
培
）
ー
肥
料
お
よ
ぴ
動
力
の
た
め
の
牧
畜
」
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
般
的
図
式
で
あ
り
、
と
く
に
最
後
の
「
肥
料
お
よ
び
動
力
の
た
め
の
牧
畜
」
と
い
う
要
素
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は
、
す
べ
て
の
折
半
小
作
－
混
合
耕
作
の
地
帯
に
つ
い
て
言
え
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
ま
た
、
デ
ィ
・
ピ
エ
ト
・
（
望
型
9
β
P
閂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ト
ス
カ
ー
ナ
な
ど
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
構
造
は
、
平
野
・
丘
陵
に
あ
っ
て
、
歴
史
的
に
都
市

の
影
響
の
及
ん
だ
地
帯
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
す
も
の
と
し
て
、
山
地
あ
る
い
は
都
市
か
ら
遠
隔
の
地
帯
に

は
、
「
集
村
（
多
く
は
小
村
状
の
塊
村
）
1
所
有
地
お
よ
び
保
有
地
の
細
分
と
散
在
－
小
土
地
所
有
農
民
の
卓
越
ー
農
業
へ
の
部
分

的
就
業
（
と
く
に
季
節
的
な
非
農
業
部
門
へ
の
就
業
）
ー
食
料
生
産
（
乳
製
品
お
よ
び
肉
）
の
た
め
の
牧
畜
」
と
い
う
も
う
一
つ
の
構

造
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
は
、
都
市
の
管
理
上
お
よ
び
資
本
面
で
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
下
に
、
テ
ラ
ス
の
造
営
を
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
す
る
土
地
改
良
が
な
さ
れ
、
複
数
の
折
半
農
の
管
理
中
心
そ
し
て
剰
余
が
徴
収
さ
れ
る
揚
所
と
し
て
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
が
つ
く
り
だ
さ

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
を
欠
く
折
半
小
作
農
地
帯
を
遷
移
地
帯
と
し
て
、
都
市
か
ら
遠
隔
の
地
帯
に
見
ら
れ
る

第
二
の
構
造
は
、
折
半
農
制
と
ポ
デ
ー
レ
を
伴
な
う
農
家
と
の
導
入
前
の
集
落
の
要
素
を
多
く
残
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
ト
ス
カ
；
ナ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
、
マ
ル
ケ
な
ど
の
山
地
に
は
、
O
霧
琶
一
ρ
O
器
茸
P
勺
巴
震
N
ρ
≦
鼠
な
ど
の
名
前
に
示
さ
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
、
一
領
主
の
農
奴
か
ら
な
っ
て
い
た
小
集
落
が
多
く
、
断
片
的
に
知
ら
れ
て
い
る
歴
史
も
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
集
落
の
形

態
、
そ
こ
に
お
け
る
社
会
・
経
済
生
活
が
、
平
野
・
丘
陵
部
に
、
折
半
小
作
制
を
成
立
せ
し
め
、
そ
の
構
造
そ
の
も
の
を
変
質
さ
せ
た
数

百
年
の
過
程
と
無
関
係
に
残
存
し
続
け
た
わ
け
で
は
勿
論
な
く
、
特
に
前
世
紀
以
来
の
過
程
の
中
で
、
た
と
え
ぱ
、
混
合
耕
作
の
山
地
へ

の
普
及
、
牧
羊
経
済
の
衰
退
、
共
有
地
ま
た
は
公
有
地
（
α
o
ヨ
目
δ
）
の
分
割
、
人
口
の
急
激
な
減
少
と
い
う
か
た
ち
で
、
大
き
な
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
経
験
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
デ
ィ
・
ピ
エ
ト
・
に
よ
る
二
つ
の
類
型
化
さ
れ
た
構
造
の
対
置
は
、
示
唆
に
富
む
が
事
柄
を
単
純

化
さ
せ
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
検
討
す
る
の
は
、
前
者
の
構
造
の
ト
ス
カ
ー
ナ
に
お
け
る
最
近
の
変
化
で
あ
る
。
ウ
ン
ブ
リ
ア
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

折
半
農
制
ー
混
合
耕
作
景
観
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
デ
プ
ラ
ン
ク
が
、
す
で
に
一
九
六
〇
年
代
の
末
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
変
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化
は
、
ト
ス
カ
ー
ナ
に
限
ら
ず
、
中
部
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
折
半
農
制
の
危
機
と
経
済
的
統
合
へ
む
か
っ

た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
部
に
お
け
る
地
域
間
分
業
の
再
編
成
、
そ
の
中
に
お
け
る
中
部
イ
タ
リ
ア
農
業
の
変
貌
の
過
程
に
対
応
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
ト
ス
カ
ー
ナ
の
折
半
農
制
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
ニ
エ
ヴ
ォ
レ
に
お
け
る
土
地
所
有
者
で
も
あ
っ
た
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

世
紀
末
に
お
け
る
牧
歌
的
な
礼
讃
論
に
は
じ
ま
り
、
十
九
世
紀
前
半
を
通
じ
て
ジ
目
ル
ゴ
フ
ィ
リ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
を
中
心
に
し
て
、
貨
幣

経
済
の
浸
透
と
農
産
物
価
格
の
下
落
傾
向
に
対
し
て
、
折
半
農
制
を
ど
の
よ
う
に
し
て
維
持
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
、
多
く
の
議
論

　
　
　
（
1
2
）

が
展
開
さ
れ
、
農
法
の
改
良
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
役
割
の
強
化
な
ど
が
進
行
し
た
。
こ
の
近
代
ト
ス
カ
ー
ナ
折
半
農
経
営
の
性
格
に
関

し
て
は
、
折
半
農
民
の
プ
・
レ
タ
リ
ア
化
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
生
産
的
役
割
の
増
大
を
認
め
る
か
、
そ
れ
と
も
、
折
半
農
の
経
済
的
地

位
の
向
上
を
と
も
な
っ
た
か
た
ち
で
の
折
半
農
制
の
発
展
を
見
る
か
に
関
し
て
は
、
セ
レ
ー
二
、
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
ッ
テ
ィ
な
ど
の
見
解
と
パ

　
　
　
　
　
（
B
）

ッ
ツ
ァ
リ
の
立
場
と
の
間
に
は
論
争
が
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
、
本
稿
の
主
題
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
耳
）

　
折
半
農
制
の
危
機
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
が
十
九
世
紀
を
通
じ
て
発
展
し
た
こ
と
は
、
パ
ッ
ツ
ァ
リ
の
最
近
の
研
究
に

よ
っ
て
数
量
的
に
も
確
認
で
き
る
し
、
ト
ス
カ
ー
ナ
全
体
で
、
一
八
三
〇
年
頃
約
五
万
あ
っ
た
ポ
デ
ー
レ
の
う
ち
、
一
万
二
千
が
フ
ァ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ト
リ
ー
ア
に
組
織
さ
れ
て
い
た
の
が
、
一
八
五
〇
年
に
は
、
こ
れ
が
一
万
五
千
に
増
大
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。
こ
の
数
字
が
意
味

す
る
と
こ
ろ
を
ト
ス
カ
ー
ナ
全
体
に
つ
い
て
さ
ら
に
議
論
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
ト
ス
カ
ー
ナ
内
部
に
お
け
る
地
域
的
相
違
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
実
証
的
事
例
研
究
を
つ
み
か
さ
ね
て
い
く
こ
と
が
、
現
在
の
研
究
状
況
か
ら
み
て
、
ま
ず
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿

で
検
討
す
る
テ
ー
マ
か
ら
す
れ
ば
前
史
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
近
代
ト
ス
カ
ー
ナ
折
半
農
経
営
の
構
造
に
つ
い
て
、
一
般

的
・
図
式
的
な
理
解
を
前
提
に
す
る
こ
と
な
く
検
討
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
イ
タ
リ
ア
統
一
後
、
農
学
者
、
経
済
学
者
、
知
識
人
の
折
半
小
作
制
に
関
す
る
議
論
に
は
、
明
ら
か
に
変
化
が
生
じ
て
く
る
。
折
半
小
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（
1
6
）

作
制
に
対
す
る
い
わ
ば
神
話
の
誕
生
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
一
八
七
四
年
の
ソ
ン
ニ
ー
ノ
の
文
章
で
は
、
家
長
（
8
醤
8
δ
）
を
中
心
と

す
る
折
半
小
作
農
が
、
非
常
に
安
定
し
て
い
て
、
土
地
改
良
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
、
い
く
つ
か
の
実

例
を
あ
げ
な
が
ら
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ソ
ン
ニ
ー
ノ
に
代
表
さ
れ
る
折
半
小
作
農
神
話
を
仔
細
に
検
討
し
て
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
O
そ
こ
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
事
例
が
、
ほ
と
ん
ど
の
揚
合
、
葡
萄
ま
た
は
オ
リ
ー
ヴ
の
栽
培
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

る
経
営
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
◎
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
て
、
小
規
模
な
、
あ
る
い
は
ポ
デ
ー
レ
が
散
在
す

る
よ
う
な
限
界
的
経
営
の
土
地
所
有
は
、
折
半
小
作
制
で
あ
っ
て
も
考
慮
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、
◎
資
本
主
義
的
借
地
農
（
㊤
臣
“

ε
畳
8
喩
芭
一
路
）
が
、
ま
だ
出
現
し
な
い
地
帯
と
段
階
と
に
お
い
て
、
折
半
小
作
農
は
、
分
割
地
農
民
（
小
規
模
な
自
作
農
）
や
経
営

の
安
定
し
な
い
小
作
農
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
折
半
小
作
制
は
、
一
つ
の
移
行
段
階
と
し
て
有
用
な
の
で
あ
り
、
耕
作
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

も
と
に
お
け
る
資
本
形
成
を
容
易
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
㈲
同
時
に
必
ず
主
張
さ
れ
て
い
た
の
が
、
折
半
小

作
制
の
下
に
お
い
て
は
、
他
の
諸
国
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
な
農
村
に
お
け
る
社
会
問
題
、
ス
ト
ラ
イ
キ
や
労
働
組
合
結
成
の
危
険
が

な
い
と
い
う
こ
と
、
以
上
の
四
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
レ
ッ
ツ
ォ
、
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
、
グ
ロ
ッ
セ
ッ
ト
、
シ
エ
ナ
諸
県
の
よ
う
に
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

八
三
〇
年
か
ら
一
九
二
九
年
の
間
に
混
合
耕
作
の
形
で
植
樹
面
積
が
大
幅
に
拡
大
し
た
地
帯
に
お
い
て
折
半
小
作
制
の
強
化
が
進
行
し
た

の
で
あ
り
、
十
九
世
紀
ト
ス
カ
ー
ナ
折
半
小
作
制
に
お
い
て
は
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
が
、
土
地
所
有
者
に
と
っ
て
有
利
な
も
の
と
し
て

展
開
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
フ
ラ
ン
ケ
ッ
テ
ィ
、
ソ
ン
ニ
ー
ノ
の
如
き
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
出
身
の
政
治
家
、
あ
る
い
は
バ
ス
ト
ー
ジ
家

の
如
き
金
融
業
、
中
央
政
治
で
幅
広
く
活
躍
し
た
人
材
を
う
ん
だ
貴
族
な
ど
、
十
九
世
紀
ト
ス
カ
ー
ナ
の
指
導
者
階
層
は
、
い
ず
れ
も
、

十
九
世
紀
を
通
じ
て
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
を
拡
大
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
農
村
に
お
け
る
社
会
問
題
の
発
生
を
お
さ
え
、
農
民
の
繁
栄
に
役
立
つ
と
い
う
折
半
小
作
農
神
話
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
九
世
紀
後
半
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

ト
ス
カ
ー
ナ
各
地
の
折
半
小
作
制
地
帯
で
、
折
半
小
作
農
の
貧
困
に
由
来
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
発
生
し
た
し
、
一
九
〇
二
年
キ
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（
2
0
）

ア
ン
チ
ア
ー
ノ
に
お
け
る
農
民
暴
動
に
は
じ
ま
り
、
二
十
世
紀
に
入
る
と
、
土
地
所
有
者
側
が
い
く
つ
か
の
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

う
な
事
態
に
ま
で
な
っ
た
。

　
北
部
労
働
者
階
級
に
は
若
干
の
譲
歩
が
な
さ
れ
た
ジ
ョ
リ
ッ
テ
ィ
体
制
の
下
で
も
、
中
部
イ
タ
リ
ア
の
折
半
小
作
制
に
関
し
て
は
、
法

制
上
の
改
革
措
置
は
何
ら
取
ら
れ
な
か
っ
た
。
社
会
的
矛
盾
の
激
化
と
い
う
現
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
や
、
矛
盾
が
激
化
し
た
か
ら
こ

そ
、
折
半
小
作
制
の
神
話
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
体
制
の
下
で
生
き
続
け
た
。
一
九
四
二
年
に
改
め
ら
れ
た
民
法
に
お
い
て
は
、
収
穫
物
の
折

半
が
、
資
本
と
労
働
と
の
調
和
の
あ
る
同
盟
を
実
現
す
る
契
約
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
の
経
済
・
社
会
条
件
の
根
元
的
な
変
化
の
中
で
、
古
典
的
折
半
小
作
制
の
成
立
以
来
数
百
年
の
歴
史

を
有
す
る
ト
ス
カ
ー
ナ
折
半
小
作
制
が
、
本
格
的
な
変
革
の
波
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
ト
ス
カ
ー
ナ
に
お
け

る
折
半
小
作
農
に
よ
る
農
民
運
動
は
、
一
九
一
九
年
の
そ
れ
ほ
ど
の
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
エ
、
・
・
リ
ア
．
・
マ
…
ニ
ャ

に
お
け
る
共
産
党
指
導
下
の
活
溌
な
農
民
運
動
の
影
響
を
う
け
て
、
一
九
四
七
年
六
月
土
地
所
有
者
側
と
農
民
組
合
と
の
協
定
が
成
立
し
、

折
半
農
の
取
り
分
が
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
大
し
、
さ
ら
に
、
土
地
所
有
者
は
、
取
り
分
の
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
、

土
地
改
良
、
す
な
わ
ち
土
地
に
合
体
す
る
資
本
に
さ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
ル
ケ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
に
お
い
て
も
事
態

は
ほ
ぼ
同
様
で
、
土
地
所
有
者
側
の
実
質
的
な
取
り
分
は
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
。

　
第
二
次
大
戦
後
の
折
半
制
土
地
所
有
者
の
立
揚
の
弱
体
化
は
、
折
半
小
作
制
地
帯
に
お
け
る
農
民
運
動
の
激
化
、
左
翼
政
治
勢
力
の
強

（
2
2
）
化
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
反
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
の
経
験
を
経
て
第
二
次
大
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
共
和
国
の
政
治
的
主
役
に
な

っ
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
か
ら
共
産
党
に
い
た
る
ま
で
の
諸
政
党
は
、
そ
の
政
治
的
、
経
済
的
意
味
あ
い
は
違
っ
て
い
て
も
、
農
業
政
策

に
お
い
て
自
作
農
創
設
主
義
の
立
揚
を
と
っ
た
。
自
作
農
創
設
主
義
に
反
対
し
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
内
の
少
数
派
と
自
由
党
、

あ
と
は
右
翼
の
小
政
党
に
す
ぎ
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
を
主
体
と
す
る
政
府
に
よ
っ
て
第
二
次
大
戦
後
実
施
さ
れ
た
農
業
改
革
は
、

127



一橋大学研究年報　社会学研究　21

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

な
に
よ
り
も
農
業
生
産
力
の
上
昇
に
よ
る
国
内
市
揚
の
拡
大
を
め
ざ
し
、
裸
の
播
種
地
の
み
を
対
象
に
し
た
部
分
的
改
革
の
性
格
を
も
つ

も
の
で
、
中
部
イ
タ
リ
ア
で
は
マ
レ
ン
マ
山
地
に
し
か
改
革
公
団
は
設
置
さ
れ
ず
、
ト
ス
カ
ー
ナ
の
混
合
耕
作
が
か
な
り
の
比
重
を
占
め

る
折
半
小
作
制
地
帯
は
、
農
業
改
革
の
直
接
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
小
農
民
ま
た
は
直
接
経
営
者
が
折
半
小

作
地
を
購
入
す
る
た
め
の
金
融
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
が
制
度
的
に
購
ぜ
ら
れ
、
折
半
と
は
名
の
み
で
、
一
九
六
四
年
に
は
、
地
主
の
取

り
分
は
四
ニ
バ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
か
つ
、
一
九
六
四
年
九
月
十
五
日
の
法
律
は
、
新
た
に
折
半
小
作
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
一
切
禁

止
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
中
部
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
輩
固
に
存
在
し
続
け
た
折
半
小
作
制
は
、
一
九
五
〇
年
代
を
通
じ

て
急
速
に
弱
体
化
し
、
一
九
六
〇
年
代
に
、
そ
の
崩
壊
は
決
定
的
に
な
り
、
一
九
七
〇
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
コ
ム
ー
ネ
単
位
の
公

表
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
は
、
農
家
の
経
営
類
型
の
分
類
で
は
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
折
半
小
作
経
営
は
廃
止
さ
れ
て
「
そ
の
他
」
の
類
型
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
全
体
で
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
七
〇
年
の
間
に
、
折
半
小
作
経
営
の
数
は
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
減

少
し
た
が
、
折
半
小
作
経
営
の
卓
越
す
る
中
部
イ
タ
リ
ア
、
と
く
に
ト
ス
カ
ー
ナ
に
お
け
る
そ
の
減
少
は
、
さ
ら
に
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
、

農
業
経
営
体
数
が
四
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
た
中
で
、
折
半
小
作
経
営
の
比
重
は
、
経
営
体
数
で
六
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
面
積
で
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
V

九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
四
・
一
パ
；
セ
ン
ト
、
一
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
農
業
改
革
、

あ
る
い
は
土
地
改
革
を
う
た
っ
た
政
策
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
土
地
制
度
が
、
こ
れ
ほ
ど
急
激
に
変
っ
た
の
は
、
世
界
で
も
ま
れ

な
事
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
変
化
は
、
生
産
関
係
に
お
け
る
折
半
小
作
制
の
衰
退
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
百
年
前
に
、
ソ
ン
ニ
ー
ノ
が
、
明
ら
か

に
北
部
ポ
ー
河
流
域
の
先
進
的
農
業
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
よ
り
進
ん
だ
経
営
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
の
過
度
的
な
形
態
と
し
て
そ
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

意
義
を
積
極
的
に
評
価
し
た
折
半
小
作
制
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
百
年
間
に
、
と
く
に
ト
ス
カ
ー
ナ
に
お
い
て
は
、
折
半
小
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作
農
の
も
と
に
お
け
る
資
本
蓄
積
、
折
半
小
作
農
の
上
昇
的
発
展
は
進
行
し
な
か
っ
た
。
今
世
紀
は
じ
め
に
な
る
と
、
土
地
所
有
者
自
身

が
、
「
折
半
小
作
制
は
、
勤
勉
で
賃
金
の
前
払
い
を
要
求
し
な
い
労
働
者
を
確
保
し
、
我
々
に
欠
け
て
い
る
資
本
を
さ
ら
に
投
下
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

と
な
く
経
営
を
続
け
る
唯
一
の
手
段
で
あ
る
」
こ
と
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
生
産
力
の
発
展
を
は
か
る
こ
と

な
く
、
折
半
小
作
農
を
、
現
物
経
済
の
部
分
を
大
幅
に
残
し
た
低
い
生
活
水
準
に
お
し
と
ど
め
る
制
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
白
す
る
に
い

た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
低
生
産
性
と
直
接
耕
作
者
の
貧
困
の
間
題
が
顕
在
化
し
た
の
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
と
く
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
的
統
合
の
展

望
が
明
確
化
し
て
く
る
一
九
四
〇
年
代
末
葉
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
の
体
制
の
主

流
が
自
作
農
創
設
主
義
を
と
る
に
至
っ
た
大
き
な
理
由
と
し
て
、
西
ヨ
i
・
ッ
パ
の
経
済
的
統
合
を
前
に
し
て
、
イ
タ
リ
ア
農
業
が
、
開

放
経
済
体
制
の
も
と
で
破
滅
的
影
響
を
こ
う
む
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
イ
タ
リ
ア
北
部
に
偏
在
し
た
も
の
で
あ
れ
、
イ
タ
リ
ア
の

工
業
が
、
そ
れ
な
り
の
規
模
の
国
内
市
場
を
基
礎
に
し
て
、
国
際
競
争
力
を
備
え
る
た
め
に
は
、
中
部
や
南
部
の
農
民
を
、
従
来
の
よ
う

な
低
所
得
水
準
に
と
ど
め
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
た
こ
と
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
次
大
戦
後
に
な
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
は
、
体

制
の
主
流
が
グ
ラ
ム
シ
の
い
う
土
地
ブ
・
ッ
ク
の
利
益
を
き
り
す
て
る
段
階
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
中
部
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
農
業
問
題
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
な
、
直
接
耕
作
者
と
土
地

所
有
者
と
の
政
治
的
地
位
の
逆
転
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
E
E
C
体
制
の
実
現
と
、
「
奇
跡
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
イ
タ
リ
ア
経
済
の

復
興
と
繁
栄
の
も
と
、
一
九
五
〇
年
代
末
葉
か
ら
労
働
力
の
流
動
化
（
ま
た
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
経
済
の
成
長
の
た
め
の
労

働
力
の
動
員
）
が
進
む
の
に
つ
れ
て
、
一
方
で
は
相
対
的
に
恵
ま
れ
な
い
農
業
地
域
か
ら
の
人
口
の
流
出
が
激
化
し
た
。
ま
た
、
穀
物
・

野
菜
と
、
葡
萄
・
オ
リ
ー
ヴ
な
ど
の
樹
木
と
が
同
一
耕
地
片
内
で
栽
培
さ
れ
る
混
合
耕
作
は
、
折
半
小
作
制
の
下
で
の
土
地
所
有
者
の
利

益
の
た
め
の
労
働
集
約
的
な
経
営
を
可
能
に
す
る
土
地
利
用
形
態
で
は
あ
っ
て
も
、
樹
木
栽
培
農
業
、
穀
物
栽
培
農
業
、
い
ず
れ
の
観
点
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　　第1図　トスカーナにおける混合耕作耕地面積（右）と

　　　　　　葡萄専用耕地面積（左）の推移
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か
ら
し
て
も
生
産
性
の
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
物
理
的
に
み
て
も
、

一
耕
地
片
の
中
に
、
多
年
生
の
樹
木
が
植
え
ら
れ
、
そ
の
間
で
一

年
生
の
穀
物
・
野
菜
等
が
栽
培
さ
れ
る
混
合
耕
作
耕
地
は
、
農
業

　
　
　
（
2
8
）

機
械
の
導
入
に
対
し
て
大
き
な
障
害
に
な
っ
た
。
有
利
な
換
金
作

物
、
と
く
に
工
芸
作
物
の
導
入
お
よ
び
機
械
化
の
可
能
な
葡
萄
の

専
用
畑
の
実
現
が
、
中
部
イ
タ
リ
ア
農
業
が
、
統
合
ヨ
ー
・
ッ
パ

経
済
体
制
の
下
で
存
続
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
も

は
や
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ト
ス
カ
ー
ナ
に
つ
い
て
概
略
的
に
言
え

る
こ
と
は
、
ま
ず
、
農
民
の
政
治
的
活
濃
化
、
農
民
運
動
の
昂
揚

が
あ
り
、
次
い
で
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
農
村
か
ら
の

人
口
流
出
が
活
濃
化
し
て
、
折
半
小
作
農
の
交
代
の
激
化
、
揚
合

に
ょ
っ
て
は
、
折
半
小
作
農
が
見
出
さ
れ
な
い
ま
ま
、
放
棄
さ
れ

た
家
屋
（
8
困
8
一
〇
旨
8
）
と
耕
地
（
℃
a
臼
o
）
さ
え
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
一
九
六
〇

年
代
を
通
じ
て
も
進
行
す
る
一
方
、
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
に
な

る
と
、
中
央
政
府
お
よ
び
州
政
府
の
融
資
優
遇
政
策
も
あ
っ
て
、

ト
ス
カ
ー
ナ
、
マ
ル
ケ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
な
ど
の
諸
州
に
お
い
て
は
、
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数
百
年
間
、
す
く
な
く
と
も
土
地
所
有
者
階
級
に
と
っ
て
は
、
技
術
的
に
最
も
先
進
的
か
つ
最
も
高
い
収
益
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら

れ
て
き
た
混
合
耕
作
に
代
っ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
パ
イ
ル
を
支
柱
と
す
る
葡
萄
専
用
畑
が
急
速
に
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
（
一
九
八
0
年
代
初
頭
）
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
あ
い
だ
に
、
い
わ
ゆ
る
ワ
イ
ン
戦
争
を
展
開
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
中
部
イ
タ
リ
ア
の
、

キ
ア
ン
テ
ィ
を
は
じ
め
と
す
る
銘
柄
ワ
イ
ン
が
過
剰
生
産
を
か
こ
っ
て
い
る
の
は
、
中
部
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
生
産
関
係
の
変
化
の
み
で

な
く
、
そ
れ
に
続
い
て
、
土
地
利
用
、
農
業
技
術
の
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
大
き
く
分
け
れ
ば
、
生
産
関
係
の
側
面
に
お
け
る
変
化
と
、
生
産
力
、
ま
た
は
土
地
利
用
の

側
面
に
お
け
る
変
化
と
の
二
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
部
イ
タ
リ
ア
ま
た
は
ト
ス
カ
ー
ナ
の
農
村
景
観
を
単

純
に
二
つ
の
対
立
す
る
類
型
に
二
分
で
き
な
い
の
は
勿
論
の
こ
と
、
局
地
的
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
研
究
を
蓄
積
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
中

部
イ
タ
リ
ア
、
さ
ら
に
は
ト
ス
カ
ー
ナ
の
農
村
景
観
あ
る
い
は
農
業
景
観
の
最
近
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
の
一
般
的
叙
述
は
不
可
能
で

あ
ろ
う
。

　
本
稿
は
、
外
国
人
研
究
者
に
よ
っ
て
、
現
地
の
研
究
者
が
す
る
研
究
に
比
較
す
れ
ぱ
、
時
間
的
に
も
制
約
さ
れ
た
条
件
の
下
に
お
い
て

な
さ
れ
た
一
つ
の
事
例
に
つ
い
て
の
報
告
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
土
地
制
度
お
よ
ぴ
土
地
利
用
に
関
し
て
、
中
部
イ
タ
リ
ア
就
中
ト
ス

カ
ー
ナ
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
経
験
し
た
変
化
は
、
国
際
的
に
み
て
も
注
目
さ
れ
る
ぺ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア

　
　
（
2
9
V

人
研
究
者
お
よ
び
外
国
人
研
究
者
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
研
究
は
非
常
に
す
く
な
い
の
で
、
中
部
イ
タ
リ
ア
、
と
く
に
ト
ス

カ
ー
ナ
の
農
村
景
観
の
性
格
を
解
明
す
る
た
め
の
一
つ
の
貢
献
た
り
う
る
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

（
－
）
　
本
稿
は
、
6
＞
ズ
国
d
O
頃
一
・
F
（
這
o
。
N
）
を
骨
子
と
し
て
、
そ
れ
を
敷
術
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
論
文
が
限
ら
れ
た
部
数
の
、
市
販
さ
れ

　
え
な
い
出
版
物
に
、
イ
タ
リ
ァ
語
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
枚
数
制
限
の
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
論
点
に
つ
い
て
、
十
分
に
論

　
じ
つ
く
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
日
本
語
の
論
文
は
、
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
イ
タ
リ
ァ
語
の
論
文
と
内
容
が
重
複
し
て
い
る
こ
と

131

㌧



一橋大学研究年報　社会学研究　21

　
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。
な
お
上
記
イ
タ
リ
ア
語
論
文
お
よ
ぴ
本
稿
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
海
外
調
査

　
（
研
究
代
表
者
　
竹
内
啓
一
　
課
題
番
号
五
六
〇
四
三
〇
二
三
）
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。

（
2
）
　
農
業
（
品
β
ユ
o
）
と
い
う
言
葉
と
農
村
（
暑
声
ぼ
）
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で
は
、
か
な
り
違
っ
た
意
味
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

　
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
形
容
詞
が
、
景
観
（
鵠
Φ
旨
器
一
〇
）
と
い
う
言
葉
に
冠
せ
ら
れ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
概
念
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
を

　
説
明
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
私
自
身
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
農
村
景
観
や
農
業
景
観
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
、
景

　
観
、
お
よ
ぴ
そ
れ
に
関
連
し
た
概
念
に
つ
い
て
必
要
な
註
記
を
加
え
て
お
く
。

　
「
景
観
」
と
い
う
日
本
語
は
、
一
九
二
〇
年
代
、
ド
イ
ツ
地
理
学
お
よ
ぴ
地
理
学
バ
ー
ク
レ
ー
学
派
が
用
い
て
い
た
い
聾
房
9
p
盈
一
書
房
8
℃
。

　
に
対
す
る
日
本
語
と
し
て
、
日
本
の
講
壇
地
理
学
の
草
分
け
者
達
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
の
に
起
源
す
る
。
た
だ
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
「
景
域
」
と

　
い
う
言
葉
も
用
い
ら
れ
て
い
た
し
、
ド
イ
ツ
語
の
日
常
語
と
し
て
の
ド
睾
身
。
ぎ
津
の
訳
語
と
し
て
は
、
こ
の
方
が
適
当
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

　
が
、
辻
村
太
郎
な
ど
の
権
威
に
よ
り
、
「
景
観
」
と
い
う
日
本
語
が
定
着
し
た
。
こ
の
「
景
観
」
と
い
う
日
本
語
、
あ
る
い
は
一
睾
駐
8
需
と
い
う

英
語
が
与
え
る
視
覚
的
乃
至
形
態
論
的
意
味
合
と
は
か
な
り
違
っ
て
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
罫
邑
8
9
津
の
研
究
は
、
す
で
に
シ
ュ
リ
ュ
ー
タ
ー

　
（
o
o
o
巨
璋
9
ρ
）
が
、
前
世
紀
末
葉
か
ら
今
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
農
業
史
家
マ
イ
ツ
ェ
ン
（
冒
。
酵
o
P
》
）
の
業
績
か
ら
大
き
な
示
唆
を
受
け

　
な
が
ら
冒
o
も
｝
巨
o
σ
q
δ
α
段
■
目
駐
。
訂
ヰ
と
し
て
の
新
し
い
地
理
学
を
志
向
し
た
時
か
ら
、
単
な
る
環
境
論
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
の
で
は

　
な
い
「
形
態
分
析
を
通
じ
て
成
因
を
」
と
い
う
霞
ω
8
縁
9
韻
2
0
静
9
な
研
究
と
い
う
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
前

　
の
フ
ラ
ン
ス
学
派
、
た
と
え
ぱ
ド
マ
ン
ジ
日
ン
（
∪
①
目
彗
α
q
8
P
＞
’
）
に
お
け
る
廊
協
品
o
や
イ
タ
リ
ア
学
派
、
た
と
え
ば
ピ
ア
ズ
ッ
テ
ィ
（
国
－

器
暮
芦
罰
）
に
お
け
る
冨
8
お
讐
o
は
、
こ
れ
に
対
し
て
む
し
ろ
形
態
分
類
へ
の
関
心
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
に
入
っ
て

　
か
ら
、
文
化
史
的
に
は
共
通
の
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
、
そ
の
上
で
比
較
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
集
落
史
お
よ
び
集
居
地
理
学
の
研
究

　
が
、
近
代
民
族
国
家
の
枠
内
で
成
立
し
た
各
国
の
学
派
に
よ
っ
て
、
か
な
り
異
な
っ
た
問
題
関
心
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
反
省
が
な
さ

　
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
く
つ
か
の
国
際
的
研
究
集
会
が
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
開
催
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
そ
の
プ
・
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
際
研
究
集
会
の
テ
ー
マ
を
順
に
お
っ
て
み
る
と
、
一
九
五
七
年
ナ
ン
シ
ー
、
O
o
一
一
〇
ρ
5
H
暮
o
巨
註
9
匙
号

0
9
鱈
巷
置
0
9
H
山
切
8
首
①
卜
σ
q
邑
器
（
」
§
ミ
象
魯
馬
．
肉
紅
も
。
謹
」
3
0
）
、
一
九
六
〇
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ヴ
ァ
ド
ス
テ
ナ
、
ぞ
日
娼
8
ご
昌
9
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昏
①
寓
o
も
ぎ
鳴
器
駐
鑑
爵
o
》
噌
胃
一
き
O
巳
言
冨
一
■
き
房
8
冨
（
◎
ミ
曳
息
審
貸
』
醤
醤
ミ
墨
く
o
一
。
図
■
自
H
⇒
8
ミ
ド
一
〇
曾
）
、
一
九
六
四

　
年
バ
ン
ゴ
ア
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
レ
ス
タ
ー
↓
げ
o
男
舞
毘
い
9
P
q
8
騨
℃
0
9
ロ
島
＃
ω
団
＜
o
一
暮
δ
昌
（
Q
O
導
噛
ミ
鶏
峯
匙
ご
番
匙
O
S
恥
ミ
暦
ミ
も
ミ
G
§
－

　
鵯
塞
勲
G
§
恥
鳶
訟
㌔
き
頴
鴨
織
§
鵯
・
お
驚
）
、
一
九
六
六
年
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
U
一
¢
O
。
9
器
O
R
段
a
冒
夷
ω
－
弱
目
α
》
鵯
碧
一
貰
3
0
ぎ
津
9
冒

　
国
霞
o
短
（
9
鍵
ミ
噂
ミ
象
ミ
N
無
§
ミ
魯
・
ω
。
曽
。
津
。
」
8
0
。
）
、
一
九
六
九
年
リ
エ
ー
ジ
ュ
い
、
訂
獣
富
け
9
一
雷
冒
岩
品
。
H
口
声
長
畠
．
国
9
0
需

　
（
卜
象
q
§
鴨
評
黛
G
ミ
o
餐
携
魯
N
、
q
這
唱
ミ
砺
慧
讐
鰹
甜
♪
く
O
一
ロ
日
O
総
」
O
諺
）
、
一
九
七
一
年
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
↓
富
0
8
σ
P
轟
弓
プ
冤
9
男
自
巴

　
■
目
α
。
。
o
ぞ
o
き
“
ω
o
ヰ
一
。
冒
。
暮
ぎ
団
弩
名
。
（
肉
ミ
ド
「
ミ
ミ
恥
§
駄
留
ミ
恥
§
馬
ミ
§
穿
亀
、
o
醤
㌧
d
一
。
・
叶
R
閏
o
評
男
q
一
、
鳳
震
呂
o
ヰ
冒
塁
2
ヨ

　
一
〇
N
ひ
）
、
一
九
七
三
年
イ
タ
リ
ア
の
ペ
ル
ー
ジ
ア
～
㌧
禽
旨
融
賊
肉
ミ
ミ
駄
肉
ミ
尽
豊
（
U
6
昇
器
δ
需
象
誓
9
す
悶
暮
『
す
℃
R
一
・
q
ヨ
げ
『
旦

　
卜
電
撃
9
g
巴
ω
o
豪
ヰ
首
p
客
旨
）
と
い
う
風
に
一
九
七
三
年
ま
で
に
七
回
の
会
合
が
も
た
れ
、
以
後
は
、
全
ヨ
ー
・
ッ
パ
的
な
研
究
集
会
は

　
開
催
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
国
聞
の
研
究
集
会
、
あ
る
い
は
国
内
研
究
集
会
へ
の
外
国
人
研
究
者
の
参
加
が
さ
か
ん
に
な
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
研

　
究
集
会
の
タ
イ
ト
ル
を
見
た
だ
け
で
も
、
第
二
次
大
戦
後
の
ヨ
i
・
ッ
パ
に
お
け
る
文
化
景
観
の
研
究
が
、
も
っ
ぱ
ら
成
因
論
的
関
心
か
ら
な
さ
れ
、

　
ま
た
、
全
ヨ
ー
・
ソ
バ
的
、
あ
る
い
は
旧
大
陸
の
西
半
分
全
体
に
わ
た
る
ス
ケ
ー
ル
で
の
比
較
と
い
う
視
点
が
出
て
来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で

　
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
察
を
す
す
め
る
と
き
、
農
村
的
（
葺
邑
）
な
も
の
の
基
礎
に
あ
る
の
は
、
牧
畜
と
農
耕
と
か
ら
な
る
農
業
で
あ
り
、

　
農
業
と
い
う
も
の
が
、
農
業
集
落
す
な
わ
ち
農
村
を
社
会
的
、
経
済
的
に
み
て
重
要
な
単
位
と
し
て
い
と
な
ま
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
農
業
景
観
と

　
い
う
言
葉
と
農
村
景
観
と
い
う
言
葉
と
が
あ
た
か
も
同
義
語
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
一
見
混
乱
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
は
問
題
が
な
い
の
で
あ
る
。

（
3
）
　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
彼
の
最
初
の
仕
事
は
、
∪
。
ω
℃
一
き
2
串
甲
（
一
3
0
。
や
）
（
一
〇
鵠
げ
）
で
あ
る
。
彼
は
一
貫
し
て
農
村
景
観
と
い
う

　
用
語
を
用
い
て
い
る
。

（
4
）
　
ω
R
。
昇
国
（
這
鴇
）
（
這
竃
）
に
お
い
て
、
彼
は
、
農
業
史
の
刻
み
こ
ま
れ
た
形
態
と
し
て
農
業
景
観
と
い
う
概
念
を
正
面
に
押
し
出
し
て

　
い
る
。
セ
レ
ー
二
は
、
ガ
ン
ビ
（
o
m
ヨ
9
い
）
に
よ
る
報
告
（
塔
鵠
）
を
通
じ
て
、
ナ
ン
シ
ー
に
お
け
る
農
業
史
お
よ
ぴ
農
業
地
理
学
の
ヨ
ー
・

　
ッ
バ
に
お
け
る
研
究
動
向
を
熟
知
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
一
九
六
一
年
の
著
書
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
・
ブ
・
ッ
ク
（
国
8
『
ヌ
）
の
「
研
究
の
発

　
展
の
過
程
に
は
、
多
く
の
分
析
の
仕
事
よ
り
も
、
む
し
ろ
た
と
い
外
見
上
は
時
期
尚
早
で
あ
っ
て
も
、
綜
合
す
る
こ
と
が
一
層
役
に
立
つ
時
期
、
い

　
い
か
え
る
と
、
問
題
を
と
く
こ
と
を
試
み
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
さ
し
当
っ
て
は
問
題
を
う
ま
く
提
起
す
る
こ
と
が
と
く
に
重
要
な
時
期
が
あ
る
。
農
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村
史
は
、
わ
が
国
で
は
、
こ
う
し
た
時
期
に
達
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
（
一
〇
総
芸
・
邦
訳
五
頁
）
を
引
用
し
な
が
ら
、
一
九
三
〇
年
代
に
フ
ラ

　
ン
ス
に
お
い
て
な
さ
れ
た
よ
う
な
「
時
期
尚
早
で
は
あ
っ
て
も
綜
合
の
試
み
」
が
一
九
六
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
必
要
な
こ
と
を
主
張
し
た

　
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
環
境
論
的
乃
至
生
態
論
的
な
イ
タ
リ
ァ
の
学
界
に
お
け
る
人
文
景
観
の
概
念
の
不
毛
を
批
判
し
、
歴
史
主
義
的
乃
至
成

　
因
論
的
景
観
概
念
へ
の
転
換
を
主
張
し
た
ガ
ン
ビ
（
Q
騨
日
げ
一
・
い
（
這
簿
）
電
」
舘
占
器
・
こ
の
文
章
が
最
初
に
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
六
一
年

　
で
あ
る
。
）
も
、
ア
ル
プ
ス
の
北
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
し
て
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
あ
る
い
は
地
中
海
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
史
お
よ
ぴ
農
業
地
理
学
の
研

　
究
が
非
常
に
お
く
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
5
）
　
竹
内
啓
一
（
一
九
六
三
）
（
一
九
六
五
）
（
一
九
七
一
）
（
一
九
八
○
）
。

（
6
）
　
豆
霊
卑
β
ρ
劉
（
お
ま
）
お
よ
ぴ
竹
内
啓
一
（
一
九
八
O
）
。

（
7
）
噛
p
窪
o
墨
と
い
う
言
葉
は
、
広
狭
二
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
折
半
小
作
制
地
帯
に
お
い
て
複
数
の
農
地
単
位
（
宕
盆
お
と
呼
ば

　
れ
る
こ
の
農
地
単
位
は
、
通
常
一
戸
の
折
半
農
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
る
，
す
な
わ
ち
折
半
農
契
約
の
一
単
位
を
な
し
て
い
る
）
の
経
営
ま
た
は
経
営

　
地
の
総
体
を
意
味
す
る
揚
合
と
、
そ
の
よ
う
な
複
数
の
℃
a
R
o
か
ら
な
る
経
営
地
の
管
理
者
（
鼠
窪
○
器
）
が
居
住
し
管
理
事
務
を
お
こ
な
う
建
物

　
お
よ
び
付
属
施
設
と
を
意
味
す
る
揚
合
と
が
あ
る
。

（
8
）
　
通
常
は
、
二
十
軒
前
後
で
、
礼
拝
堂
か
司
祭
の
常
住
し
な
い
教
会
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
マ
ル
ケ
に
お
け
る
事
例
に
つ
い
て
は
竹
内
啓
一
（
一

　
九
六
三
）
に
お
い
て
考
察
し
た
。

（
9
）
u
一
渥
①
嘗
p
O
。
閂
（
む
ま
）
・

（
1
0
）
　
U
o
。
D
覧
鍵
5
虐
窃
一
寓
，
（
這
＄
）
』

（
U
）
　
ω
一
ω
ヨ
o
昌
島
ヤ
ω
■
山
9
（
一
〇
〇
〇
一
）
，
℃
℃
、
い
o
o
I
一
〇
〇
〇

（
1
2
）
　
＞
8
器
o
旨
昼
3
一
〇
8
お
0
2
一
に
お
け
る
一
八
三
三
年
以
降
、
一
九
二
九
年
に
い
た
る
議
論
は
、
卜
貸
§
魅
鍵
ミ
篭
＆
§
曳
帖
砺
ミ
帖
ミ
魯
臓
9
ミ
ー

　
恥
息
畿
壁
担
臣
冨
目
O
H
騨
ω
巽
げ
R
P
G
零
』
ρ
目
い
コ
お
旨
O
冒
節
困
畦
冨
蜜
｝
一
〇
ω
勢
切
O
一
〇
σ
Q
B
国
象
臥
〇
三
》
讐
一
8
一
P
這
駅
に
ま
と
め
ら

　
れ
て
い
る
し
、
幅
鶴
鵠
讐
一
ρ
（
G
醤
）
が
著
書
の
第
二
部
で
詳
細
な
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
ω
R
。
言
国
（
這
摯
）
（
一
8
0
。
）
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
ソ
テ
ィ
の
も
の
億
大
部
分
が
O
ご
お
9
葺
ρ
（
這
お
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
勺
鶴
N
お
F
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O
、

（
耳
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
娼
）

　
》
鵯
胃
δ
）
を
比
較
す
る
と
、

　
て
い
る
が
、
増
加
率
に
は
、
グ
・
ソ
セ
ト
県
の
六
九
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
ピ
サ
県
の
二
一
マ
七
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
、
県
に
よ
り
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

（
1
9
）
　
竃
○
昼
O
　
（
這
累
）
ー

（
2
0
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
〇
三
8
す
a
凶
旦
劉
（
這
O
N
）
に
詳
し
い
。

（
2
1
）
　
の
ち
に
ジ
ョ
ル
ゴ
フ
ィ
リ
・
ア
カ
デ
、
・
・
1
の
会
員
に
な
っ
た
ペ
ス
テ
リ
ー
二
が
、
一
九
〇
四
年
ピ
サ
の
高
等
師
範
学
校
に
提
出
し
た
卒
業
論
文

　
は
折
半
小
作
慣
行
を
シ
エ
ナ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ピ
サ
の
三
県
の
全
コ
ム
ー
ネ
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
が
こ
の
研
究
を
お
こ
な
っ

　
た
間
題
意
識
は
、
ユ
、
の
序
文
で
も
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
小
作
慣
行
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
て
お
り
、
ま
た
改
良
が
な
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な

　
ら
な
い
と
い
う
認
識
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
悶
o
の
琶
＝
葺
づ
（
這
o
。
O
y
唱
や
一
ギ
旨
・

（
2
2
）
　
エ
、
・
・
リ
ァ
．
・
マ
ー
ニ
ャ
、
ト
ス
カ
ー
ナ
、
マ
ル
ケ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
の
折
半
小
作
農
の
卓
越
す
る
地
帯
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
制
憲
議
会
の
段

　
階
か
ら
、
共
産
党
と
社
会
党
の
重
要
な
選
挙
基
盤
を
な
し
た
の
み
で
な
く
、
多
く
の
コ
ム
ー
ネ
に
お
い
て
、
共
産
党
と
社
会
党
と
が
コ
ム
ー
ネ
評
議

　
会
（
8
一
邑
讐
0
8
ヨ
…
巴
。
）
の
過
半
数
を
制
し
、
左
翼
に
よ
る
コ
ム
ー
ネ
執
行
部
（
讐
琶
富
8
ヨ
琶
巴
。
）
を
形
成
し
た
。

（
2
3
）
　
ω
。
昌
蓼
餓
ε
き
3
す
な
わ
ち
、
樹
木
農
業
が
お
こ
な
わ
れ
ず
、
ま
た
灌
概
設
備
も
な
い
、
古
代
・
i
マ
の
農
法
そ
の
ま
ま
の
ド
ラ
イ
フ
ァ

　
ー
ミ
ン
グ
し
か
な
さ
れ
え
な
い
耕
地
の
こ
と
で
あ
る
。

（
2
4
）
　
州
（
8
讐
9
。
）
、
県
（
肩
o
≦
目
芭
の
レ
ベ
ル
で
は
、
折
半
小
作
経
営
（
。
9
9
N
δ
器
帥
8
一
8
β
醤
鼠
抄
憎
『
ぞ
一
）
a
巽
簿
p
）
の
項
目
が

　
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（一

蕊
）
（
む
這
〉
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
日
本
で
も
堺
憲
一
（
一
〇
N
ひ
）
に
よ
っ
て
適
確
な
展
望
が
な
さ
れ
て
い
る
。

勺
曽
N
品
一
凶
》
ρ
（
一
〇
這
）
，

冒
。
ε
霞
戸
》
（
這
ざ
）
・
ジ
ャ
ッ
カ
ー
ル
は
、
こ
の
デ
ー
タ
を
、
留
オ
品
3
F
ン
の
記
述
か
ら
得
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ω
o
目
昏
一
ρ
ψ
（
一
〇
。
翼
〉

H
げ
置
こ
マ
博
P

用
p
N
N
p
σ
q
F
ρ
（
這
這
）
の
計
算
に
よ
る
と
、
ト
ス
カ
ー
ナ
全
体
で
、
一
八
三
〇
年
頃
の
デ
ー
タ
と
一
九
二
九
年
の
農
業
台
帳
（
O
鉢
塁
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ス
カ
ー
ナ
（
マ
ッ
サ
・
カ
ラ
ラ
県
お
よ
ぴ
島
撰
部
を
の
ぞ
く
）
で
混
合
耕
作
面
積
が
五
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
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（
2
5
）
　
統
計
デ
ー
タ
は
、
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
H
ω
日
》
↓
（
中
央
統
計
局
）
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て

　
は
、
H
乞
国
》
（
国
立
農
業
研
究
所
）
に
よ
る
国
畿
誉
§
§
腎
ミ
旨
§
驚
、
魂
蓋
8
、
w
ミ
黛
蝋
ミ
凝
§
箇
這
旨
お
よ
ぴ
q
ミ
ミ
亀
馬
職
嬬
巷
帖
織
、
誉
、
、
象
象

　
§
、
h
、
魂
蕊
8
ミ
ミ
貸
鵠
ミ
帖
§
黛
」
3
。
。
に
お
い
て
地
帯
別
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
な
お
、
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
が
な
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
っ
た
一
九
八
O
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
は
、
一
年
延
期
さ
れ
て
一
九
八
一
年
に
な
さ
れ
、
そ
の

　
結
果
は
ま
た
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
研
究
で
は
利
用
で
き
な
か
っ
た
。

（
2
6
）
　
「
と
く
に
ト
ス
カ
ー
ナ
に
お
い
て
」
と
断
る
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
エ
ミ
リ
ァ
．
・
マ
ー
ニ
ャ
で
は
、
事
態
が
や
や
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
2
7
）
　
ω
臼
審
喰
曲
》
口
劉
（
這
O
o
。
y
℃
・
一
P

（
2
8
）
　
一
九
五
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
葡
萄
の
根
元
を
耕
す
ト
ラ
ク
タ
ー
や
穀
物
栽
培
の
た
め
の
農
業
機
械
の
導
入
に
と
っ
て
の
混
合
耕
作
の
樹
木
が

　
障
害
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
末
葉
よ
り
、
葡
萄
栽
培
の
機
械
化
（
収
穫
、
勢
定
の
た
め
の
農
業
機
械
の
導
入
）
に
と
っ
て
、
混
合
耕
作
が
ま

　
っ
た
く
適
さ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
2
9
）
　
最
近
に
お
け
る
す
ぐ
れ
た
事
例
研
究
と
し
て
蜀
o
目
雷
F
塑
勺
囲
雪
ρ
o
国
o
ヨ
σ
辞
劉
（
G
這
）
、
国
。
8
H
無
堕
（
這
這
）
な
ど
が
あ
る
。

136

ニ
　
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
　
キ
ア
ー
ナ

　
こ
こ
で
研
究
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
る
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
、
ま
た
は
キ
ア
ー
ナ
谷
域
は
、
ト
ス
カ
ー
ナ
の
南
東
部
、
シ
エ
ナ

県
南
東
部
と
ア
レ
ッ
ツ
オ
県
南
西
部
を
占
め
て
い
る
。
地
形
的
に
見
れ
ば
、
ト
ラ
ジ
メ
ノ
湖
を
囲
む
盆
地
と
キ
ア
ー
ナ
谷
域
と
が
一
体
と

な
っ
て
ア
ペ
ニ
ン
の
山
列
問
に
あ
る
い
く
つ
か
の
構
造
盆
地
の
一
つ
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ト
ラ
ジ
メ
ノ
湖
は
キ
ア
ー
ナ
谷
の
水

系
と
は
区
別
さ
れ
る
し
、
何
よ
り
も
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
に
属
す
る
ト
ラ
ジ
メ
ノ
湖
盆
地
は
歴
史
的
に
見
て
、
ト
ス
カ
ー
ナ
と
は
区
別
さ
れ
る

地
域
単
位
を
な
し
て
い
た
。

　
南
北
に
長
さ
約
五
〇
キ
・
に
わ
た
る
キ
ア
ー
ナ
谷
は
、
も
と
も
と
テ
ヴ
ェ
レ
川
の
一
支
谷
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
勾
配
が
ゆ
る



トスカーナ折半小作地帯の最近における変貌

第2図地域の概念図

アルノ川

　　〃
骸

疹、

慧

アレツツオ

□碧書騨辮麟の
一’”再 アーナ谷域の分水線

騒臓蹄
脇山地

0　　　5　　　10km

O

　
ノ難

講

簑
も
銀

聾”

，多

｝
チ
ンアキ

（注）　P且㏄ard！，S・（1974）の原図を修正。
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や
か
で
、
谷
底
が
広
大
な
湿
地
を
な
し
て
い
る
こ
の
谷
の
水
を
、
・
ー
マ
市
を
水
害
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
ア
ル
ノ
川
に
落
と
す
計
画
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

・
ー
マ
時
代
か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
タ
キ
ツ
ゥ
ス
な
ど
の
記
述
に
見
ら
れ
る
。
一
二
五
年
に
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
の
北
端
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
縄
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

ア
ル
ノ
水
系
の
カ
ス
ト
・
川
に
水
を
落
と
す
水
車
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
デ
ル
・
コ
ル
ト
が
詳
細
に
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、

十
四
世
紀
に
な
っ
て
、
ア
レ
ッ
ツ
ォ
お
よ
ぴ
シ
エ
ナ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
り
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
の
北
部
に
お
い
て
、
湿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

地
を
干
拓
し
て
農
耕
地
を
拡
大
す
る
試
み
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
本
格
的
な
干
拓
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
十
五
世
紀
に
な
っ
て
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
の
手
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
一
五
〇
二
年
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
図
で
は
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
の
谷
底

全
体
が
広
大
な
湿
地
に
お
お
わ
れ
て
い
る
が
、
キ
ウ
ジ
の
南
で
テ
ヴ
ェ
レ
に
注
ぐ
水
路
と
な
ら
ん
で
、
ア
ル
ノ
州
に
注
ぐ
水
路
が
は
っ
き

り
確
認
さ
れ
る
。
一
五
二
五
年
に
は
、
谷
の
中
央
部
の
フ
ォ
イ
ア
ー
ノ
の
干
拓
が
、
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
に
よ
っ
て
開
始
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斜
）

れ
、
十
六
世
紀
末
に
は
、
現
在
も
そ
の
名
を
冠
し
て
存
在
し
て
い
る
幹
線
排
水
路
、
マ
エ
ス
ト
・
水
路
（
9
轟
一
。
蜜
器
。
。
嘗
o
）
が
谷
の
中

央
部
に
ま
で
達
し
た
。
一
六
三
五
年
に
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
全
域
を
干
拓
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
実
現
の
可
能
性
を
め

ぐ
っ
て
、
大
公
国
内
部
で
議
論
が
あ
っ
た
が
工
事
は
す
す
め
ら
れ
、
十
九
世
紀
前
半
、
レ
オ
ポ
ル
ド
の
時
代
に
は
、
現
在
の
よ
う
に
、
モ

ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
湖
と
キ
ウ
ジ
湖
と
を
遊
水
池
と
し
て
残
し
て
、
谷
底
部
全
体
の
干
拓
が
完
了
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
側
お
よ

ぴ
西
側
の
山
地
か
ら
の
急
流
に
よ
る
堆
積
作
用
が
著
し
い
た
め
、
イ
タ
リ
ア
統
一
後
も
、
谷
底
の
耕
地
を
湿
地
化
か
ら
守
る
た
め
の
排
水

路
の
拡
大
、
新
設
の
工
事
は
絶
え
ず
続
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
干
拓
の
歴
史
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
谷
底
部
の
居
住
は
、
周
辺
の
丘
陵
、
山
地
部
に
比
し
て
新
し
く
、
谷
底
の
沖
積
土

の
部
分
に
は
、
折
半
小
作
農
の
建
物
（
8
紹
8
一
〇
巳
S
）
が
散
在
す
る
だ
け
で
、
集
居
部
は
、
丘
陵
、
山
地
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。
フ
ォ

イ
ァ
ー
ノ
の
コ
ム
ー
ネ
全
体
、
あ
る
い
は
、
シ
ナ
ル
ン
ガ
の
ベ
ッ
ト
レ
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
ア
ッ
ク
ヴ
ィ
ヴ
ァ
な
ど
の
集
落
の
よ

う
に
、
干
拓
が
な
さ
れ
る
の
に
つ
れ
て
人
口
が
急
増
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
、
散
居
部
分
の
人
口
増
加
、
す
な
わ
ち
折
半
小
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第3図　ヴァル・ディ・キアーナの流域変遷
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ヴァル・ディ・キアーナ各コムーネの人口

　　1871　　　　　1881　　　　　1901　　　　　1911　　　　　1921　　　　　1931　　　　　1936　　　　　1951　　　　　1961　　　　　1971

　　　62120　　　　6，073　　　　6，6曝1　　　　7，049　　　　77479　　　　7，924　　　　8，126　　　　8，147　　　　6，673　　　　6，683

　　　7・975　　　　72S75　　　　　81408　　　　8，658　　　　9，171　　　　9，154　　　　9，537　　　　9，489　　　　7，950　　　　71464

　　　27571　　　　2，612　　　　2，677　　　　2，716　　　　2，771　　　　2，900　　　　3，020　　　　2，970　　　　2708ぐ　　　　2，（〉属

　　12，935　　　12，756　　　13・318　　　13，470　　　15r150　　　137967　　　14・830　　　14・766　　　11，889　　　10・845

　　　4・052　　　　47091　　　　3・973　　　　47111　　　　4・193　　　　4夕223　　　　4，305　　　　4・250　　　　3・526　　　　3，223

　　　7，615　　　　7，692　　　　7，703　　　　7，698　　　　7μ678　　　　7，743　　　　7，990　　　　8，036　　　　7，141　　　　71171

　　26，263　　　26，381　　　　29，296　　　29，659　　　30，262　　　30，451　　　31，518　　　　31，910　　　26，718　　　22，653

　　　8・889　　　　9，039　　　　9，734　　　　97682　　　　9・873　　　10，297　　　10・411　　　10，838　　　11・345　　　11・274

　　　4，719　4，753　5，279　5，6お　　5，541　6，163　6，30嬉　6，678　6量469　6，753

　　　13・160　　　13，256　　　15・384　　　15，365　　　162067　　　16，570　　　16，866　　　17，365　　　15，820　　　14・356

　　　2駒469　　　　2，626　　　　2，886　　　　2，987　　　　3，079　　　　3，43S　　　　3，677　　　　4，548　　　　5，489　　　　6，788

　　　4・660　　　　5・005　　　　57974　　　　6，337　　　　6，733　　　　7，683　　　　8・043　　　　8，674　　　　8・8“8　　　　8，771

　　ユD1，428　　　102，159　　　111，273　　　113，367　　　117，997　　　120，513　　　124．627　　　127，671　　　113，952　　　108．025

作
農
に
よ
る
居
住
の
展
開
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ァ
ー
ナ
の
居
住
の
展
開
過
程
の
概
観
を
与
え

る
た
め
に
、
ピ
カ
ル
デ
ィ
に
し
た
が
っ
て
、
レ
ペ
ッ
テ
ィ
、
バ
ン
デ
ッ
テ
ィ
ー
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

ズ
ッ
カ
ー
二
・
オ
ル
ラ
ン
デ
ィ
ー
二
お
よ
び
統
一
後
の
セ
ン
サ
ス
資
料
に
依
っ
て
、

一
五
五
一
年
以
降
の
コ
ム
ー
ネ
ご
と
の
人
口
の
推
移
を
第
－
表
に
示
す
が
、
教
会

史
料
を
用
い
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
以
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
か
つ
教
区
ご
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卸
V

人
口
が
得
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
か
ら
で
も
、
フ
ォ
イ
ア
ー
ノ

や
マ
ル
チ
ア
ー
ノ
の
よ
う
に
、
コ
ム
ー
ネ
領
域
内
に
お
い
て
干
拓
の
進
行
に
と
も

な
っ
て
農
地
が
増
大
し
た
コ
ム
ー
ネ
を
の
ぞ
い
て
、
十
九
世
紀
は
じ
め
一
八
一
八

年
ま
で
、
人
口
は
か
な
り
停
滞
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
後
人
口
は
、
一

九
五
一
年
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
コ
ム
ー
ネ
で
、
年
間
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
ま
わ
る

率
で
増
加
し
続
け
る
。
こ
れ
は
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
に
限
ら
ず
、
ト
ス

カ
ー
ナ
全
般
に
言
え
る
こ
と
で
、
主
と
し
て
人
口
の
自
然
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
増
加
す
る
人
口
を
吸
収
し
え
た
の
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た

パ
ッ
ツ
ア
リ
が
実
証
的
に
示
し
た
ポ
デ
ー
レ
の
分
割
と
増
加
・
混
合
耕
作
の
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

に
よ
る
折
半
小
作
制
の
再
編
成
・
強
化
の
過
程
に
対
応
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
こ

と
が
、
十
分
推
測
さ
れ
る
し
、
あ
と
で
あ
げ
る
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
ヴ
ァ
リ

ア
ー
ノ
に
お
け
る
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
揚
合
は
、
一
八
五
〇
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トスカーナ折半小作地帯の最近における変貌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表1551年から1971年までの

1551　　　　1745　　　　1S10　　　　1818　　　　1828　　　　183S　　　　1851　　　　1861

3，497　3，438　2，508　2，592　4，585　4，962　5，550　5，777

　　　－　4，650　5，399　5，641　6，325　7，035　7，246　7，597

　　764　1，422　1，652　1，746　1，930　2，085　2，373　2，400

6，293　6，067　8，590　8，713　9，653　10，531　11，681　12，044

　　　－　3，402　3，264　3，20曝　3，482　3P571　3，779　3，925

2，開　4，597　5，270　5，475　6，232　6，707　7，367　7，605

15，371　133988　18，714　18，210　21，178　23，087　24r398　25，212

　　　－　4，771　6，073　6，301　7，008　7，783　8，034　8，296

　　　－　2，856　3，496　3，357　3，649　3，980　4ρ04　4，569

9，125　6，771　8，387　8，722　9，留1　107751　12，284　12，683

　　　－　1，217　1，5僻　1，853　2，106　2，188　2P394　2，419

　　　－　　　　1，521　　　　2，373　　　　2，659　　　　3，320　　　　3，598　　　　3，848　　　　4r176

　　　－　　　54，700　　　67，270　　　68，473　　　79，309　　　86．368　　　92，958　　　96．703

　　　　　コ　ム　ー　ネ

Clvitella

Monte　San　Savino
Marciano

Castiglion　Fiorentino

Lucignano

Foiano

Cortona

Sinalunga

Torrita

Montepulciano

Chianciano

Chiusi

VALDICHIANA

（資料）　Pロcca■di，S．（1974）．

年
代
以
降
の
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
こ
の
パ
ッ
ツ
ァ
リ
の
指
摘
す
る
過
程
が
、
ま
さ

に
進
行
し
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
人
口
増

加
過
程
が
、
決
し
て
都
市
化
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
一
八
六
一
年
か
ら
一

九
五
一
年
ま
で
は
、
シ
エ
ナ
・
ア
レ
ソ
ツ
オ
両
県
で
は
、
一
般
に
、
散
居
部

（
8
器
巷
9
屋
Φ
）
の
人
口
増
加
率
の
方
が
、
集
居
部
（
8
暮
3
3
鼠
ε
）
の
人
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

増
加
率
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
瞭
で
あ
る
。
集
居
部
に
は
、
職
人
、

商
人
以
外
に
農
業
労
働
者
も
居
住
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、
散
居
部
に
居
住
す

る
の
は
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
に
居
住
す
る
管
理
者
、
職
人
以
外
に
は
、
農
民
に
限

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
二
の
過
程
は
、
農
村
居
住
の
稠
密
化
　
　
そ
れ
に

比
例
す
る
割
合
で
の
農
業
生
産
力
の
発
展
を
必
ず
し
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く

て
も
ー
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
一
九
五
一
年
以
降
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
の
各
コ
ム
ー
ネ
は
、
チ
ヴ
ィ

テ
ッ
ラ
、
ト
リ
ー
タ
お
よ
び
キ
ア
ン
チ
ャ
ー
ノ
を
の
ぞ
い
て
、
一
貫
し
て
人
口
の

減
少
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
か
の
折
半
小
作
制
の
一
般
的
危
機
、
そ
の
結
果

と
し
て
の
人
口
の
社
会
減
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
第
2
表

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
般
的
人
口
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
集
居
部
の
人
口
は

増
加
す
る
と
い
う
形
で
、
都
市
化
が
進
行
し
て
い
る
。
第
4
図
、
第
5
図
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
農
業
の
経
営
形
態
が
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
変
化
す
る
一
方
、
ヴ
ァ
ル
・
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第2表ヴァル・ディ・キアーナの散居およぴ集中人口（1951，1961，1971）

コ　ム　ー　ネ

散　居

1951 1961

　　　　　　役場所
小中心　　　　　散　居　小中心
　　　　　　在中心

役場所
　　　　　　　散　居

在中心

1971

　　　　　　役場所

小中心
　　　　　　在中心

1951年から
1971年の間の

集居人口増加率

Civitella 5，557 612 1，978 3，964 647 2，062 2，952　　471 3，260 1．65

Montc　San　Savino 5，967 976 23546 4，264 17103 2，583 2，816　　990 3，658 1．44

Marciano 2，022 189 759 1，338 86 660 1，080　　146 818 1．08

Castiglion　Fiorentino 7，852 2，761 4，153 5，960 1，818 4，111 5，058　1，157 4，630 1．11

Lucignal10 2，700 191 1，359 1，981 197 1，348 1，361　　251 1，611 1．19

Foiano 4，546 642 2ン848 4，002 538 2，601 2，970　　617 3，584 1．26

Cortona 19，084 4，082 8，744 13，558 3，487 9，673 9，467　2ン985 10，201 1．17

Sinalunga 5，155 1，533 4，150 3，829 1，572 5，944 2，140　　558 8，576 2．07

Torrita 3，617 602 2，459 2，843 946 2，680 1，817　　549 4，387 1．78

Montepulciano 10，217 794 6，354 8，570 569 6，681 4，542　1，019 8，795 1．38

Chianciano 1，715 75 2，758 1，501 83 3，905 1，358　　　24 5，406 1．96

Chlusi 33226 558 4，890 22543 541 5，764 1，697　　209 6，865 1．40

VALDICHIANA 71，658 13，015 54，353 11，587 48，012 37，258　8，976 61，791 1．44

VALDICHIANA％ 56 10 34 48 10 42 35　　　　8 57
一

（資料）　CellsImento　generalc　dcHa　popolazlone、

N
寸
一



トスカーナ折半小作地帯の最近における変貌

デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
の
産
業
構
造
も
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
全
般
的
に
農
業
従
事
人
口
の
比
重
が
大
き
く
減
少
し
た
の
で
あ
る

が
、
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
七
一
年
に
い
た
る
変
化
の
様
子
は
、
コ
ム
ー
ネ
に
よ
っ
て
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。
特
に
顕
著
な
の
が
、
シ

ナ
ル
ン
ガ
お
よ
び
ト
リ
ー
タ
に
お
け
る
第
二
次
産
業
従
事
人
口
の
比
率
の
増
大
で
あ
り
、
キ
ァ
ン
チ
ャ
ー
ノ
に
お
け
る
第
三
次
産
業
人
口

の
比
率
の
増
大
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
交
通
条
件
の
変
化
に
大
き
く
負
っ
て
い
る
。
一
八
六
〇
年
代
に
建
設
さ
れ
た
フ
ィ
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菊
V

ツ
ェ
・
・
i
マ
間
の
鉄
道
幹
線
が
、
ア
レ
ッ
ツ
オ
、
コ
ル
ト
ナ
ヘ
と
迂
回
し
た
た
め
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
は
、
今
世
紀
初
頭
に

完
成
し
た
キ
ウ
ジ
・
シ
エ
ナ
間
の
・
ー
カ
ル
線
が
通
っ
て
い
る
だ
け
で
、
い
く
つ
か
の
小
規
模
な
鉄
道
駅
集
落
が
そ
の
結
果
形
成
さ
れ
た

の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
一
年
に
開
通
し
た
高
速
道
路
（
＞
耳
8
ぼ
区
p
〔
邑
ω
〇
一
。
）
は
、
フ
ィ
レ
ン
ッ
ェ
・
ロ
ー
マ
間

の
最
短
路
線
と
し
て
、
こ
の
谷
底
部
を
通
り
、
ベ
ッ
ト
レ
（
行
政
的
に
は
シ
ナ
ル
ン
ガ
に
属
す
る
が
、
中
心
都
市
と
し
て
最
も
近
い
の
は

ト
リ
ー
タ
で
あ
る
）
に
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
、
シ
エ
ナ
、
ペ
ル
聖
ジ
ャ
に
向

か
う
補
助
高
速
道
路
（
鍔
需
窃
＃
呂
p
）
が
建
設
さ
れ
た
し
、
キ
ウ
ジ
の
近
く
に
、
キ
ウ
ジ
・
キ
ア
ン
チ
ャ
ー
ノ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

開
か
れ
た
。
こ
の
新
し
い
交
通
上
の
利
点
を
い
か
し
て
、
ト
リ
ー
タ
お
よ
び
シ
ナ
ル
ン
ガ
の
コ
ム
ー
ネ
当
局
は
、
工
揚
の
誘
致
に
努
め
、

い
く
つ
か
の
工
業
が
立
地
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
キ
ア
ン
チ
ャ
ー
ノ
の
揚
合
、
一
九
一
九
年
か
ら
、
古
い
中
心
の
西
南
に
、
鉱

泉
集
落
キ
ァ
ン
チ
ャ
ー
ノ
．
テ
ル
メ
が
発
達
し
は
じ
め
て
い
た
が
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
と
、
ト
ゥ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
一
般
的
発

達
傾
向
と
の
結
果
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
、
第
三
次
産
業
人
口
の
急
増
を
み
た
の
で
あ
る
。

　
さ
き
の
第
－
表
で
、
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
七
一
年
の
間
に
、
ト
リ
ー
タ
と
キ
ア
ン
チ
ャ
ー
ノ
と
が
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
の

他
の
コ
ム
ー
ネ
の
一
般
的
傾
向
に
反
し
て
、
人
口
が
増
大
し
、
シ
ナ
ル
ン
ガ
の
人
口
減
少
率
も
O
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の

も
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
チ
ヴ
ィ
テ
ッ
ラ
の
一
九
六
一
年
と
一
九
七
一
年
の
間
の
人
口
増
も
、
コ
ム
ー
ネ
領

域
内
に
ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
た
事
に
も
よ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
も
と
も
と
農
業
人
口
の
比
重
の
小
さ
い
コ
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第4図 ヴァルディキアナにおける農業経営形態の面積別比率変化
（1　折半小作農　　2　賃労働者によ資本主義的経営　　3　自作農）
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第6図　1971年人ロピラミッド
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ム
ー
ネ
で
あ
り
、
県
庁
所
在
地
ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
郊
外
化
し
つ
つ
あ

る
こ
と
に
、
大
き
く
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
離
農
・
離
村
人
口
の
増
大
に
と
も
な
い
、

ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
は
、
工
業
国
に
お
け
る
衰
退
農
業
地

域
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
言
え
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
人
口
の
老

齢
化
を
示
し
て
い
る
。
シ
エ
ナ
県
、
ア
レ
ッ
ツ
ォ
県
自
体
が
、
北

部
工
業
地
域
へ
の
人
口
流
出
の
結
果
、
す
で
に
、
か
な
り
の
人
口

の
老
齢
化
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア

ー
ナ
は
、
第
6
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
ア
レ
ッ
ツ
ォ
県
全
体
に
比

し
て
も
、
若
年
層
人
口
の
比
率
が
小
さ
い
。
農
業
の
変
化
を
、
一

九
二
九
年
の
農
業
台
帳
（
9
冨
ω
8
》
讐
鉱
o
）
で
、
キ
ア
ー
ナ
丘

陵
・
平
野
部
（
O
o
一
一
①
ら
昼
8
号
審
O
巨
窪
9
）
と
分
類
さ
れ
た
地
域
、

す
な
わ
ち
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
の
ほ
ぼ
南
半
分
に
相
当
す

る
シ
エ
ナ
県
に
つ
い
て
見
る
と
第
3
表
の
よ
う
に
な
る
。
一
九
八

一
年
に
実
施
さ
れ
た
第
三
次
農
業
セ
ン
サ
ス
を
ま
だ
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
一
九
七
〇
年
代
の
変
化
を
数
量
的
に
あ
と

づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
地
に
お
け
る
見
聞
か
ら
は
っ
き

り
と
断
定
で
き
る
こ
と
は
、
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
七
〇
年
の
間
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に
進
行
し
た
変
化
ー
そ
の
大
部
分
は
、
す
で
に
の
ぺ
た
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
以
降
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
ー
が
、
さ
ら
に
ド
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

ス
チ
ッ
ク
な
か
た
ち
で
進
行
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
播
種
面
積
、
と
く
に
混
合
耕
作
地
面
積
が
、
一
九
七
〇
年
代
を
通

じ
て
、
さ
ら
に
減
少
し
た
。
混
合
耕
作
は
、
穀
物
や
工
芸
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
の
農
業
機
械
の
導
入
に
と
っ
て
も
、
葡
萄
栽
培
の
た
め

の
農
業
機
械
の
導
入
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
障
害
に
な
る
の
で
急
速
に
と
り
払
わ
れ
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
有
利
な
制
度
融
資
を
受
け
て
、

葡
萄
の
専
用
耕
地
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
急
速
に
拡
大
し
た
。
こ
れ
は
、
葡
萄
酒
の
銘
柄
産
地
で
あ
る
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
な
ど
で
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
著
な
傾
向
で
あ
る
。
農
家
数
が
減
少
す
る
な
か
で
、
特
に
、
農
業
労
働
者
を
用
い

トスカーナ折半小作地帯の最近における変貌

　第3表キアーナ丘陵・平野部（シエナ県）の

　　　　　農業の1929年と1970年比率

　　　　　　　　　　　　1929年　　1970年

播種面積（ha）28，092　20，120
　うち混合耕作（ha）　20，371　　12，198

　うち工芸作物（ha）　　845　　3，620

萄葡専用畑（ha）　　56　 1，628

永久放牧地（ha）　381　　855

農家数　　 4，408　1，9Q2
牛（乳牛およぴ肉牛）　　　12，097　　8・967

豚　　卜』　　　　　　20，677　　18，511

羊！0，7874，605（資料）　CatastQAgrano（ISTAT1934）およぴ2。Ccロclmento

　　　Generaledelr　Agricalturaのデータよウ集計。

る
資
本
主
義
的
経
営
農
家
の
占
め
る
面
積
比
率
が
さ
ら
に
拡
大
し
（
第
4
図
に
み

ら
れ
た
趨
勢
の
進
行
）
、
と
く
に
、
こ
の
よ
う
な
経
営
に
お
い
て
は
、
煙
草
、
ビ

ー
ト
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
の
工
芸
作
物
、
玉
蜀
黍
な
ど
の
飼
料
作
物
の
栽
培
面
積
が

拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
大
規
模
な
機
械
化
農
業
が
可
能
な
栽

培
部
門
で
あ
る
。

　
牧
畜
に
つ
い
て
み
る
と
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
は
・
も
と
も
と
・
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
風
ビ
フ
テ
キ
の
材
料
の
た
め
の
肉
牛
の
飼
育
地
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
全
体
に
お
い
て
、
食
肉
の
消
費
が
一
九
六
〇
年
以
降
、
急
増
し
た
の
に
、

と
く
に
中
部
お
よ
び
南
部
に
お
い
て
、
そ
の
生
産
が
拡
大
せ
ず
、
そ
の
た
め
に
食

肉
の
輸
入
が
急
増
し
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
経
済
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
良
質
の
牛
肉
産
地
と
し
て
名
高
か
っ
た
ヴ
ァ
ル
・
デ

ィ
・
キ
ア
ー
ナ
に
お
い
て
も
、
牛
の
頭
数
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
さ
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ら
に
減
少
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
牧
畜
の
中
で
、
経
営
的
に
比
較
的
安
定
し
て
い
る
の
は
、
豚
の
大
規
模
飼
育
と
、
数
箇
の
ポ
デ
ー
レ
を

永
久
放
牧
地
に
変
え
て
、
主
と
し
て
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
大
規
模
牧
羊
経
営
で
、
牛
の
飼
育
は
、
そ
の
低
生
産
性

の
た
め
に
、
北
部
イ
タ
リ
ア
の
牧
畜
お
よ
び
輸
入
牛
肉
（
仔
牛
肉
を
ふ
く
む
）
と
の
競
争
に
お
い
て
不
利
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
農
業
の

変
化
の
過
程
を
、
と
く
に
、
折
半
小
作
制
の
崩
壊
と
の
閾
連
で
、
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
次
に
は
、
よ
り
小
さ
な
村
落
社
会
を
、

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

（
3
0
）

（
3
1
）

（
3
2
）

（
3
3
）

（
3
4
）

（
3
5
）

　
移
を
み
る
の
に
は
、

　
§
馬
醤
む

（
3
6
）

（
3
7
）

　
っ
て
住
民
台
帳

　
チ
ャ
ー
ノ
の
一
部
に
つ
い
て
行
な
っ
た
ほ
か
は
、

　
な
か
っ
た
。

（
3
8
）
　
り
鶴
N
お
F
ρ
（
一
。
ま
ソ
や
軌
い
”
（
一
零
O
y

（
3
9
）
　
切
琶
3
ヰ
一
旦
型
（
這
9
y

O
P
昌
①
の
＃
巴
宣
O
，
（
這
O
O
）
お
よ
ぴ
℃
一
自
国
目
畠
凶
”
Q
り
、
（
這
圃
斜
）
に
よ
る
。

男
名
。
ヰ
一
。
国
（
一
。
。
器
1
＆
）
の
9
す
冨
の
項
の
記
述
に
よ
る
。

∪
巴
O
o
降
ρ
ρ
切
，
（
一
〇
。
O
。
。
y

十
九
世
紀
に
い
た
る
ま
で
の
干
拓
史
に
つ
い
て
は
9
鼠
ぼ
窪
℃
H
（
這
署
）
に
よ
る
。

当
時
は
蜀
o
ω
。
・
①
≧
露
里
8
箒
ま
O
巨
器
o
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

男
8
。
蓬
・
甲
（
一
。
。
器
占
。
。
＆
）
｝
ω
貰
3
ヰ
一
葺
型
（
お
8
）
・
N
巨
8
讐
凶
9
5
温
凶
葺
＞
・
（
お
訟
〉
コ
ム
ー
ネ
単
位
の
統
一
後
の
人
口
の
推

　
　
　
　
　
特
に
コ
ム
ー
ネ
の
境
界
に
変
更
が
あ
る
揚
合
、
あ
目
＞
日
㌔
魯
ミ
§
賊
§
馬
蓋
匙
警
ミ
恥
も
㌣
塁
馬
ミ
恥
魯
蝋
8
§
黛
獣
＆
も
§
阜

　
職
匙
還
ミ
ミ
、
＆
8
　
9
§
3
ミ
§
§
馬
紺
ミ
賊
ミ
帖
ミ
恥
ミ
こ
ミ
＆
ミ
、
＆
》
這
＄
が
便
利
で
あ
る
。

ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
に
関
し
て
は
、
こ
の
期
間
、
コ
ム
ー
ネ
の
境
界
に
変
更
は
な
い
。

教
区
教
会
に
保
存
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
司
教
区
文
書
館
（
碧
昌
三
〇
く
8
8
色
。
）
に
は
殆
ん
ど
の
揚
合
十
五
世
紀
に
ま
で
さ
か
の
ぽ

　
　
　
　
o
D
審
8
号
一
一
．
＞
巨
ヨ
四
の
写
し
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
戸
数
・
人
口
を
数
え
あ
げ
る
の
は
大
変
な
作
業
な
の
で
、
モ
ン
テ
プ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
期
間
の
制
約
か
ら
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ァ
ー
ナ
全
体
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
は
到
底
で
き

サ
一
〇
ド
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（
4
0
）
　
現
在
建
設
中
の
イ
タ
リ
ァ
式
高
速
鉄
道
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
の
T
G
V
と
同
様
、
在
来
線
を
部
分
的
に
用
い
な
が
ら
、
急
力
ー
ヴ
を
手
直
し

　
し
た
り
、
い
く
つ
か
の
部
分
を
シ
ョ
ー
ト
・
カ
ッ
ト
す
る
方
式
の
新
幹
線
の
建
設
が
、
ほ
ぽ
マ
エ
ス
ト
・
水
路
に
沿
う
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

　
こ
の
シ
ョ
ー
ト
．
カ
ッ
ト
の
部
分
は
、
建
設
が
完
了
し
て
も
、
地
元
に
は
、
騒
音
を
は
じ
め
と
す
る
不
便
を
も
た
ら
し
て
も
、
何
の
便
益
を
も
与
え

　
な
い
。

（
4
1
）
　
混
合
耕
作
（
8
一
ε
声
鷲
o
ヨ
野
轟
）
と
言
っ
て
も
、
葡
萄
を
ふ
く
め
た
複
数
の
種
類
の
樹
木
が
、
一
つ
の
耕
地
片
に
何
列
か
に
植
え
ら
れ
、

　
そ
の
間
で
、
野
菜
、
穀
物
が
栽
培
さ
れ
る
と
い
う
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニ
ャ
の
そ
れ
の
密
度
の
濃
さ
に
比
し
て
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
の
揚

合
、
大
部
分
が
、
一
耕
地
片
が
、
葡
萄
の
列
に
囲
ま
れ
る
か
、
穀
物
畑
の
中
に
オ
リ
ー
ブ
等
が
散
在
す
る
と
い
う
樹
木
密
度
の
低
い
も
の
が
多
か
っ

　
た
。

三
　
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
事
例

トスカーナ折半小作地帯の最近における変貌

　
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
は
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
の
西
南
部
に
位
置
し
て
シ
エ
ナ
県
に
属
し
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
で

は
、
ア
レ
ッ
ツ
オ
県
の
コ
ル
ト
ー
ナ
に
次
ぐ
人
口
規
模
の
コ
ム
ー
ネ
で
あ
る
。
中
心
地
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
に
、
人
口
の
約
七
〇
パ
ー

セ
ン
ト
が
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
の
都
市
は
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ァ
ー
ナ
と
言
っ
て
も
、
オ
ル
チ
ア
川
流
域
の
分
水
界
に
近
い
標
高
六

〇
七
メ
ー
ト
ル
の
丘
の
上
に
位
置
し
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
南
部
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
十
三
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
の
間
、
シ
エ
ナ
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
よ
っ
て
そ
の
領
有
が
争
わ
れ
、
最
終
的
に
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
が
シ
エ
ナ
お
よ
び
ウ
ン
ブ
リ
ア
に
対
し
て
睨
を
利
か
す
拠
点
と
し
て
、
行
政
上
・
宗
教
上
の
中
心
に
な
っ
た
。
ア
ッ
ク
ア
ヴ
ィ
ヴ
ァ
、

ア
バ
デ
ィ
ア
、
グ
ラ
ッ
チ
ア
ー
ノ
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
な
ど
の
小
中
心
地
（
自
然
村
）
が
古
く
か
ら
あ
り
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
・
ス
タ

ツ
ィ
オ
ー
ネ
、
サ
ン
タ
ル
ビ
ー
ノ
な
ど
の
新
し
い
中
心
地
が
、
今
世
紀
に
な
っ
て
発
展
し
て
き
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
五
〇

年
頃
ま
で
は
、
中
部
イ
タ
リ
ア
折
半
小
作
制
地
帯
全
体
に
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
、
散
居
が
卓
越
し
て
い
て
、
散
居
人
口
の
比
率
は
七
割
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を
越
え
て
い
た
。
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
コ
ム
ー
ネ
域
内
に
は
、
ト
ス
カ
ー
ナ
山
地
型
の
農
村
景
観
の
類
型
は
存
在
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姶
）

　
葡
萄
酒
の
銘
柄
と
し
て
は
、
コ
ム
ー
ネ
全
体
が
、
キ
ア
ン
テ
ィ
の
生
産
地
帯
に
属
す
る
し
、
さ
ら
に
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
は
、
モ

ン
タ
ル
チ
ー
ノ
の
ブ
ル
ネ
ッ
・
と
な
ら
ん
で
、
ト
ス
カ
ー
ナ
の
最
高
銘
柄
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ヴ
ィ
ー
ノ
・
ノ
ー
ビ
レ
・
デ
ィ
・
モ
ン
テ

プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
で
有
名
で
あ
る
。
白
葡
萄
酒
と
し
て
は
、
そ
れ
程
有
名
で
は
な
い
が
、
ピ
ア
ン
コ
・
ヴ
ェ
ル
ジ
ネ
・
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
キ
ア
ー

ナ
の
生
産
地
帯
に
属
す
る
。
こ
の
よ
う
に
葡
萄
酒
銘
柄
生
産
地
帯
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
九
六
〇
年
中
葉
以
降
の
混
合
耕
作
に
代
っ

て
の
専
用
葡
萄
栽
培
耕
地
の
拡
大
を
他
の
地
域
に
お
け
る
よ
り
も
顕
著
に
し
た
。
専
用
葡
萄
栽
培
耕
地
の
拡
大
と
い
う
こ
と
は
、
E
C
体

制
の
下
で
の
地
域
間
分
業
体
制
の
再
編
成
の
一
環
を
な
す
も
の
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
葡
萄
酒
の
醸
造
は
、
か
つ
て
は
す
べ
て
の
フ

ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
と
、
中
規
模
以
上
の
自
作
農
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
、
銘
柄
品
を
製
造
し
て
い
る
の
は
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア

に
起
源
す
る
六
軒
の
酒
蔵
（
8
葺
陣
舜
）
と
、
一
九
五
三
年
に
設
立
さ
れ
た
葡
萄
酒
協
同
組
合
だ
け
で
あ
る
。
葡
萄
栽
培
の
生
産
性
と
生

産
量
は
、
た
し
か
に
上
昇
し
た
が
、
他
の
イ
タ
リ
ア
の
葡
萄
酒
生
産
地
帯
と
同
様
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
葡
萄
酒
生
産
も
、
現
在
過

剰
生
産
の
深
刻
な
間
題
を
か
か
え
て
い
る
。
現
在
で
は
、
葡
萄
栽
培
は
、
決
し
て
最
も
有
利
な
経
営
と
は
言
え
な
い
状
態
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
丘
陵
地
帯
に
ま
で
、
ひ
ま
わ
り
や
玉
蜀
黍
の
栽
培
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
折
半
小
作
制
の
崩
壊
、
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
キ
ア
ー
ナ
農
業
の
全
般
的
衰
退
に
よ
る
農
村
部
か
ら
の
人
口
流
出
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ヴ

ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
の
す
べ
て
の
コ
ム
ー
ネ
に
共
通
す
る
現
象
で
あ
る
が
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
揚
合
、
工
業
化
、
観
光
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

な
ど
に
よ
る
新
し
い
雇
用
機
会
の
創
出
が
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
人
口
流
出
の
度
合
が
、
特
に
著
し
い
。
現
在
の
共
産
党
の
町
長
の
も
と
に

構
成
さ
れ
て
い
る
共
産
党
、
社
会
党
連
立
の
コ
ム
ー
ネ
執
行
部
も
、
効
果
的
な
開
発
政
策
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ

ー
ノ
全
体
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
し
た
数
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、
か
な
り
の
数
の
ラ
ツ
ィ
オ
、
イ
タ
リ
ア
南
部
半
島
部
、
サ
ル
デ
ー
ニ

ヤ
か
ら
の
農
民
と
牧
羊
民
が
、
か
つ
て
の
折
半
小
作
農
の
ポ
デ
ー
レ
に
自
作
農
あ
る
い
は
農
業
労
働
者
と
し
て
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
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モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
に
以
前
か
ら
住
ん
で
い
た
ト
ス
カ
ー
ナ
農
民
の
離
村
は
、
統
計
上
の
人
口
減
少
が
示
す
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な

規
模
で
進
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
タ
リ
ァ
の
よ
う
に
、
都
市
・
工
業
地
帯
と
農
村
と
の
間
に
、
主
と
し
て
部
門
間
生
産
性
絡
差
に
由

来
す
る
所
得
格
差
が
存
在
す
る
だ
け
で
な
く
、
農
業
部
門
内
部
に
も
、
所
得
水
準
の
地
域
間
格
差
が
存
在
す
る
場
合
、
国
民
経
済
の
産
業

構
造
の
変
化
・
工
業
化
の
過
程
に
お
い
て
見
ら
れ
る
人
口
移
動
は
、
農
村
か
ら
都
市
・
工
業
地
帯
に
向
う
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
相
対
的

に
先
進
的
な
農
業
地
帯
の
人
口
の
、
後
進
的
な
農
業
地
帯
か
ら
の
人
口
に
よ
る
置
換
と
い
う
か
た
ち
を
も
と
り
得
る
こ
と
は
、
理
論
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
侶
）

仮
設
と
し
て
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
事
例
は
、
こ
の
よ
う
な
農
村
人
口
の
置
換

が
、
現
実
に
進
行
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
北
部
農
業
に
比
し
て
停
滞
し
て
い
る
と
は
い
え
、
中
部
イ
タ
リ
ア
の
平
地
・
丘
陵
部
の
農

業
は
、
南
部
農
業
の
大
部
分
よ
り
は
、
所
得
水
準
が
高
い
の
で
あ
る
。

　
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
で
見
る
か
ぎ
り
、
南
部
半
島
部
か
ら
の
農
業
移
民
は
、
経
営
的
に
も
成
功
し
て
い
る
揚
合
が
多
く
、
調
査
の
対

象
に
し
た
約
二
〇
の
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
に
お
け
る
事
例
で
も
ま
た
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
い
わ
ば
土
着
民
、
都
市
お
よ
び
農
村
に

居
住
す
る
ト
ス
カ
ー
ナ
人
か
ら
、
そ
の
勤
勉
さ
、
協
調
性
な
ど
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
半
島
部
南
部
農
民
の
場
合
、
ト

ス
カ
ー
ナ
農
村
社
会
へ
の
同
化
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
人
の
揚
合
、
モ
ン
テ
プ

ル
チ
ャ
ー
ノ
で
は
ま
だ
そ
の
数
が
少
な
い
が
、
か
な
り
の
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
人
が
牧
羊
民
と
し
て
入
っ
て
き
て
い
る
シ
エ
ナ
県
西
南
部
、
グ

ロ
セ
ソ
ト
県
の
揚
合
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
人
に
よ
る
強
盗
や
誘
拐
が
い
く
つ
か
発
生
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ト
ス
カ
ー
ナ
人
の
側
か
ら
も
、

好
ま
し
く
な
い
連
中
だ
と
い
う
偏
見
が
あ
る
し
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
人
も
、
周
辺
農
家
と
の
接
触
を
あ
ま
り
持
ち
た
が
ら
ず
、
し
ぱ
し
ば
教

区
の
神
父
の
所
に
も
顔
を
出
さ
な
い
。
ト
ス
カ
ー
ナ
、
と
く
に
シ
エ
ナ
県
と
グ
・
セ
ッ
ト
県
に
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
人
が
牧
羊
民
と
し
て
多

数
移
住
し
て
い
る
こ
と
は
、
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
入
っ
て
き
て
、
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
い
る
の
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
葡
）

い
う
こ
と
は
、
個
々
の
事
例
に
あ
た
ら
な
い
か
ぎ
り
研
究
の
し
よ
う
が
な
く
、
十
年
前
に
発
表
さ
れ
た
フ
ラ
ー
テ
ィ
の
報
告
と
、
ペ
ル
i
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（
妬
）

ジ
ャ
県
に
お
い
て
調
ぺ
ら
れ
た
メ
レ
ッ
リ
な
ど
に
よ
る
報
告
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ
て
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
牧
羊
民
に
よ
る
犯
罪
が
新
聞
紙

上
で
派
手
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
大
部
分
の
サ
ル
デ
ー
ニ
ア
移
民
の
ト
ス
カ
ー
ナ
に
お
け
る
生
活
の
実
態
は
わ
か
っ
て
い
な

い
。
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
で
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
し
た
六
つ
の
事
例
（
う
ち
二
つ
は
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
に
お
け
る
悉
皆
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ

る
が
、
他
の
四
事
例
は
、
恣
意
的
に
、
つ
て
が
あ
っ
た
な
ど
の
理
由
で
選
ば
れ
た
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
つ
の
揚
合
、
北
部
工
業
都
市

で
出
稼
ぎ
移
民
と
し
て
働
い
て
金
を
た
め
、
一
九
六
〇
年
代
に
、
売
り
に
出
て
い
た
ポ
デ
ー
レ
を
買
い
、
そ
の
後
ポ
デ
ー
レ
を
買
い
た
し

な
が
ら
、
一
〇
〇
頭
以
上
の
羊
を
飼
っ
て
着
実
な
経
営
を
し
て
い
て
、
周
囲
の
ト
ス
カ
ー
ナ
農
民
の
評
判
も
良
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
事
例

か
ら
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
に
お
け
る
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
人
全
般
を
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ

ー
ノ
に
土
地
を
買
う
金
を
作
り
出
し
た
の
か
見
当
の
つ
か
な
い
、
何
か
暗
い
過
去
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
事
例
も
い
く
つ
か
あ
る
。
し
か

し
、
南
部
半
島
部
か
ら
の
移
民
と
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
か
ら
の
移
民
の
こ
の
相
違
は
、
基
本
的
に
は
、
両
者
の
生
活
様
式
の
相
違
に
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
南
部
半
島
部
か
ら
の
移
民
が
農
耕
民
で
、
現
在
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
で
展
開
し
て
い
る
農
業
は
、
ト
ス
カ
ー
ナ
農
民
が
し
て

い
る
の
と
そ
れ
ほ
ど
変
ら
な
い
基
本
的
に
は
同
じ
土
地
利
用
方
式
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
人
は
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
で
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

い
た
の
と
同
様
の
牧
羊
経
営
を
持
ち
こ
み
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
よ
う
な
丘
陵
地
帯
に
や
っ
て
来
た
揚
合
は
、
ト
ス
カ
ー
ナ
農
民
が

し
て
い
た
穀
物
栽
培
や
混
合
耕
作
と
ち
が
っ
て
、
大
部
分
の
耕
地
を
永
久
放
牧
地
に
変
え
て
し
ま
い
、
耕
地
と
し
て
利
用
す
る
揚
合
に
も

飼
料
作
物
を
栽
培
す
る
。
ま
た
、
収
穫
後
の
他
人
の
耕
地
に
入
牧
料
を
払
っ
て
放
牧
す
る
た
め
、
し
ば
し
ば
家
畜
を
連
れ
て
か
な
り
遠
方

ま
で
出
か
け
る
の
で
、
農
閑
期
で
も
昼
間
は
在
宅
せ
ず
、
近
隣
者
と
接
触
す
る
機
会
も
、
ま
た
そ
の
必
要
も
な
い
。
し
か
し
、
三
つ
な
い

し
そ
れ
以
上
の
ポ
デ
ー
レ
を
用
い
た
牧
羊
経
営
は
、
特
に
ペ
コ
リ
ー
ノ
・
チ
ー
ズ
を
自
家
製
造
す
る
よ
う
に
な
る
と
経
営
的
に
も
安
定
し

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
成
功
し
た
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
人
が
ト
ス
カ
ー
ナ
農
村
社
会
に
同
化
す
る
の
は
、
時
間
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
丘
陵
部
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
耕
地
が
永
久
放
牧
地
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
混
合
耕
作
の
行
な
わ
れ
て
い
た
耕
地
が
、
下
は
雑
草
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　　　　　　　　第4表　モンテプルチャーノの経営規模別農家数

　　　　総数1ha以下～5ha～10ha～20ha創50ha50haをこえるもの

1929年　1823　　594　　366　　324　　399　　127　　　　　13

1971年　1280　　196　　542　　265　　160　　69　　　　　48

（資料）　Catasto　Agrarlo。およぴ2巳Cens聖mento　Genera且e　delr　Agmoltura．

の
茂
る
の
に
ま
か
せ
て
、
せ
い
ぜ
い
古
い
葡
萄
の
木
か
ら
わ
ず
か
の
収
穫
を
あ
げ
る
だ
け
の
状
態
に
な
っ
た
り

し
て
、
土
地
利
用
が
粗
放
化
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
で
は
、
土
地
の
生
産
的
利
用

が
完
全
に
放
棄
さ
れ
た
耕
地
は
皆
無
に
近
い
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
一
九
七
八
年
の
法
律
四
四
〇
号
に
よ
っ
て
、

各
州
に
生
産
的
利
用
が
放
棄
さ
れ
た
農
地
を
強
制
収
用
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た
が
、
ト
ス
カ
ー
ナ
で
は
こ
の

法
律
に
も
と
づ
い
て
一
九
七
九
年
十
一
月
の
州
法
第
三
号
に
よ
っ
て
そ
の
た
め
の
手
続
き
が
定
め
ら
れ
、
一
九

八
一
年
二
月
、
各
コ
ム
ー
ネ
で
対
象
地
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
で
は
数
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
数
え
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
耕
作
放
棄
が
広
範
に
み
ら
れ
る
南
部
諸
州
で
は
、
ま
だ
こ
の
よ
う
な
州
法
が

制
定
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
ト
ス
カ
ー
ナ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
州
法
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
ト
ス
カ
ー

ナ
で
は
、
生
産
的
利
用
の
放
棄
が
ま
だ
例
外
的
な
現
象
で
あ
る
こ
と
を
逆
説
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
五
〇
年
頃
ま
で
、
自
作
農
が
、
比
較
的
に
集
中
し
て
存
在
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
地
区
を
の
ぞ
い
て
、

モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
全
農
家
の
約
七
割
、
約
一
三
〇
〇
戸
の
農
家
が
折
半
小
作
農
で
あ
っ
た
。
経
営
規
模

別
の
農
家
数
を
、
一
九
二
九
年
の
農
業
台
帳
の
デ
ー
タ
と
一
九
七
一
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
の
デ
ー
タ
を
基
礎
に

し
て
、
比
較
で
き
る
よ
う
に
計
算
し
直
す
と
第
4
表
が
得
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
九
二
九
年

に
関
し
て
も
、
一
九
七
一
年
に
関
し
て
も
、
こ
の
地
帯
で
、
経
営
が
成
立
す
る
最
低
限
と
考
え
ら
れ
る
経
営
規

模
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
下
ま
わ
る
農
家
が
、
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
必
要
経
営

規
模
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
言
っ
て
も
、
そ
の
意
味
は
、
一
九
二
九
年
と
一
九
七
一
年
と
で
は
非
常
に
違
っ
て
い
る
。

一
九
二
九
年
の
揚
合
、
平
均
八
・
一
人
の
家
族
構
成
の
折
半
小
作
農
が
、
負
債
を
残
さ
ず
に
農
業
だ
け
で
、
生

存
線
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
を
し
て
い
く
の
に
必
要
な
耕
地
面
積
で
あ
り
、
一
九
七
二
年
時
点
で
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
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言
え
ば
、
平
均
三
・
四
人
の
家
族
員
の
小
作
農
が
、
家
族
労
働
だ
け
に
依
拠
し
て
尊
業
農
家
と
し
て
、
最
低
賃
金
水
準
の
工
業
労
働
者
に

匹
敵
す
る
だ
け
の
生
活
を
何
と
か
続
け
ら
れ
る
経
営
規
模
で
あ
る
。
現
実
に
は
、
現
在
（
一
九
八
○
年
）
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経
営
規
模
で

専
業
自
作
農
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
年
齢
四
十
五
歳
以
上
の
高
年
層
を
主
要
な
農
業
従
事
者
に
し
て
い
る
。

　
一
九
三
〇
年
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
農
業
就
業
人
口
八
九
七
一
人
中
、
一
九
七
〇
年
は
、
農
業
を
従
と
す
る
兼
業
農
民
で
あ
っ
た

が
、
一
九
二
九
年
の
農
家
数
の
過
半
数
を
占
め
る
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
零
細
経
営
農
家
の
構
成
員
が
、
農
業
を
主
と
し
て
は
い
て
も
、

フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
あ
る
い
は
そ
の
他
の
揚
所
で
、
日
雇
い
（
σ
毒
8
§
旨
）
あ
る
い
は
労
働
者
（
ε
R
a
）
と
し
て
、
農
外
所
得
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

て
い
た
こ
と
は
、
か
な
り
た
し
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
全
農
家
数
に
占
め
る
折
半
小
作
農
の
圧
倒
的
比
率
か
ら
見
て
、
こ
の
よ
う
な
、
農

業
だ
け
で
は
食
べ
て
い
け
な
い
零
細
な
経
営
が
折
半
小
作
農
の
中
に
も
か
な
り
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
折
半
小
作
農
の
一
般
的
貧
困
こ
そ
が
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
、
折
半
小
作
制
の
危
機
、
そ
し
て
そ
の
急
速
な
崩
壊
の
根
本
的
原
因

で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
が
、
折
半
小
作
制
に
お
い
て
果
し
て
い
た
重
要
な
役
割
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
第
二
次
大
戦
前
の

農
業
調
査
（
一
九
一
〇
年
お
よ
び
一
九
二
九
年
の
O
緯
器
8
》
σ
q
β
ユ
o
）
に
お
い
て
も
、
第
二
次
大
戦
後
の
農
業
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
も
、

フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
の
デ
ー
タ
は
な
い
。
そ
れ
が
折
半
小
作
農
の
管
理
、
地
代
と
し
て
の
収
穫
物
の
徴
収
と
加
工
に

限
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
で
は
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
は
農
業
経
営
体
（
鶴
一
昏
鼠
お
旨
o
鼠
）
で
は
な
い
し
、
直
接
経
営
地
を
持
っ
て
い
れ

ぱ
、
一
つ
の
自
作
経
営
体
（
O
緯
霧
8
》
α
Q
声
ユ
o
に
お
け
る
。
9
9
8
暮
o
象
盆
畦
①
三
℃
『
o
屈
一
）
ま
た
は
賃
金
労
働
者
を
雇
用
す
る
資

本
主
義
的
経
営
体
（
9
霧
目
聲
8
0
曾
曾
巴
0
3
一
一
．
》
σ
Q
ユ
8
一
言
声
に
お
け
る
8
邑
自
δ
き
。
8
。
。
巴
鈴
ユ
暮
一
Φ
＼
0
8
ヨ
鳴
旨
9
首
弩
ε

と
分
類
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
に
お
い
て
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
存
在
し
、
土
地
所
有
に
関

し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど
っ
て
衰
退
し
た
か
を
見
る
た
め
に
は
、
シ
エ
ナ
の
土
地
登
記
事
務
所
（
d
曲
9
0
↓
9
鉱
8
騨
甲
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トスカーナ折半小作地帯の最近における変貌

ユ
巴
。
象
盟
。
轟
）
と
公
証
人
記
録
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
小
作
関
係
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
記
録
を
個
別
に
当
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

て
調
べ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
今
回
は
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
コ
ム
ー
ネ
領
域
全
体
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
調
査
を
行
な
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
、
お
よ
び
六
葉
か
ら
な
る
五
千
分
の
一
の
行
政
図
上
に
お
け
る
地
名
の
検
討
、
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

補
っ
て
の
、
何
人
か
の
旧
折
半
小
作
農
の
話
か
ら
推
定
す
る
と
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
に
関
し
て
は
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
と
呼
ば
れ
る

も
の
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
、
一
五
か
ら
二
〇
ほ
ど
あ
っ
た
ら
し
い
。
一
五
か
ら
二
〇
と
数
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
フ
ァ

ッ
ト
リ
ー
ア
と
い
う
の
は
、
社
会
的
な
呼
称
で
あ
り
、
い
く
つ
以
上
の
ポ
デ
ー
レ
を
経
営
し
て
い
れ
ば
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
と
呼
ぶ
か
と
い

う
は
っ
き
り
し
た
基
準
が
な
く
、
四
戸
か
ら
五
戸
ぐ
ら
い
の
折
半
小
作
農
を
持
つ
揚
合
、
こ
れ
を
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
は
、

人
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
所
有
者
の
う
ち
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
人
は
、
八
人
乃
至
一
〇
人
で
あ
っ

た
。
全
折
半
小
作
農
の
う
ち
、
約
八
割
の
一
〇
五
〇
戸
が
、
こ
の
一
五
乃
至
二
〇
の
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
に
く
み
こ
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
残
り
の
折
半
小
作
農
は
、
小
規
模
な
土
地
所
有
者
と
契
約
関
係
に
あ
る
か
、
隣
接
す
る
コ
ム
ー
ネ
に
ポ
デ
ー
レ
の
大
部
分
を
持
つ
フ

ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
五
乃
至
二
〇
の
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
う
ち
、
現
在
伝
統
的
な
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営

を
続
け
て
い
る
も
の
は
皆
無
で
あ
り
、
土
地
所
有
者
が
変
っ
た
り
法
人
組
織
に
な
っ
た
り
し
て
、
大
規
模
な
企
業
的
直
接
農
業
経
営
管
理

所
（
七
例
）
、
あ
る
い
は
酒
蔵
（
9
三
ぢ
p
）
（
五
例
）
、
揚
合
に
よ
っ
て
は
酒
蔵
を
兼
ね
る
レ
ス
ト
ラ
ン
（
二
例
）
な
ど
の
か
た
ち
で
、
フ

ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
建
物
そ
の
も
の
は
残
っ
て
い
る
揚
合
が
多
い
。

　
次
に
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
古
く
か
ら
の
小
集
落
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
に
あ
っ
た
一
つ
の
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
事
例
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
折
半
小
作
制
地
帯
の
変
化
の
過
程
を
、
さ
ら
に
詳
し
く
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
4
2
）
　
O
烹
睾
註
Ω
島
巴
8
で
は
な
く
、
O
o
田
ω
①
君
巴
を
付
け
て
呼
ば
れ
る
キ
ア
ン
テ
ィ
で
あ
る
。

　
（
4
3
）
　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
D
・
O
・
C
（
∪
。
8
旨
墨
N
一
8
・
9
9
お
凶
諾
O
o
暮
『
o
ぎ
鼠
）
の
指
定
を
受
け
た
銘
柄
で
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
で
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生
産
さ
れ
る
葡
萄
酒
の
半
分
以
上
は
、
こ
れ
ら
の
銘
柄
を
付
さ
な
い
テ
ー
ブ
ル
・
ワ
イ
ン
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
る
。

（
僻
）
　
キ
ア
ン
チ
ァ
ー
ノ
に
あ
や
か
っ
て
、
キ
ア
ン
チ
ャ
ー
ノ
に
近
い
サ
ン
タ
ル
ビ
ー
ノ
に
、
鉱
泉
揚
を
設
け
観
光
開
発
が
い
く
ら
か
な
さ
れ
て
い
る

　
が
、
あ
ま
り
成
功
し
て
い
な
い
。
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
旧
市
街
は
、
キ
ア
ン
チ
ャ
ー
ノ
に
滞
在
す
る
お
客
に
と
っ
て
の
、
恰
好
の
日
帰
り
コ
ー

　
ス
に
な
っ
て
い
る
。

（
4
5
）
後
で
検
討
す
る
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
以
外
に
お
い
て
は
、
悉
皆
調
査
を
し
て
い
な
い
の
で
、
正
確
な
数
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー

　
ノ
以
外
で
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
お
こ
な
っ
た
二
九
の
農
家
中
、
一
九
五
〇
年
以
前
か
ら
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
に
住
ん
で
い
た
の
は
＝
二
戸
に
す
ぎ
ず
、

　
一
九
五
〇
年
以
降
ラ
ツ
ィ
オ
以
南
の
南
部
半
島
部
か
ら
来
た
の
が
、
一
二
一
尺
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
か
ら
が
四
戸
で
あ
っ
た
。
シ
チ
リ
ァ
か
ら
の
農
業
移

　
住
者
は
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
に
は
居
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
菊
）
　
閃
目
即
亘
賢
（
一
〇
N
N
y

（
4
7
）
　
客
o
一
〇
一
一
ど
＞
ご
冒
8
茜
一
一
層
O
℃
。
冨
μ
即
o
蜀
器
旨
o
庄
”
閂
（
G
N
ひ
）

（
4
8
）
　
写
毎
芦
男
（
一
。
蒜
）
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
牧
草
の
生
育
条
件
は
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
よ
リ
ト
ス
カ
ー
ナ
の
方
が
牧
羊
経
営
に
む
い
て
い
る
。

（
4
9
）
　
残
念
な
が
ら
、
日
本
で
言
え
ば
第
一
種
兼
業
に
相
当
す
る
も
の
を
数
量
的
に
確
定
す
る
統
計
資
料
は
な
い
が
、
現
在
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
に

　
残
っ
て
い
る
何
人
か
の
旧
折
半
小
作
農
の
話
か
ら
も
こ
の
こ
と
は
確
か
め
ら
れ
た
し
、
次
節
で
検
討
す
る
ヴ
ァ
リ
ァ
ー
ノ
の
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ

　
ァ
ソ
ト
リ
ー
ア
の
、
各
小
作
農
ご
と
の
帳
簿
（
貸
借
簿
）
か
ら
も
、
分
益
小
作
農
が
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
直
接
経
営
地
の
農
作
業
や
醸
造
な
ど
の

加
工
作
業
に
、
雇
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
5
0
）
　
一
八
O
O
年
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
全
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
土
地
所
有
状
況
を
調
ぺ
あ
げ
る
た
め
に
は
、
お
そ

　
ら
く
シ
エ
ナ
の
土
地
登
記
事
務
所
に
一
年
間
は
通
い
つ
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
調
査
で
は
、
土
地
登
記
台
帳
は
、
ヴ
ァ
リ
ァ
ー

　
ノ
の
旧
力
ペ
ソ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
に
つ
い
て
し
か
あ
た
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
全
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の

　
リ
ス
ト
の
よ
う
な
も
の
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
が
、
極
め
て
混
乱
し
た
状
態
の
ま
ま
保
存
な
さ
れ
て
い
る
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
町
立
古
文
書
館

　
（
≧
3
三
〇
9
目
…
巴
。
）
の
ど
こ
か
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
宝
さ
が
し
の
よ
う
な
作
業
も
、
系
統
的
に
す
れ
ぱ
彪
大
な
時
間
が
か
か
り
、

　
か
つ
宝
が
必
ず
見
つ
か
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。
ま
た
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
記
録
は
、
一
般
に
旧
土
地
所
有
者
の
も
と
に
あ
る
が
、
調
査
の
許
可
を
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得
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
す
で
に
か
な
り
多
く
の
も
の
が
処
分
さ
れ
た
り
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
る
。

（
5
0
）
　
H
珠
一
ε
ε
0
8
σ
p
声
訪
8
三
旨
峠
碧
①
に
よ
る
も
の
。

（
5
1
）
　
国
ま
巽
o
器
8
8
8
⑳
審
ヨ
ヨ
①
霊
8
0
Q
・
B
＞
・
顕
話
目
o
で
一
九
七
五
年
航
空
写
真
か
ら
の
製
作
が
許
可
さ
れ
た
も
の
。

（
5
2
）
　
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
に
耕
地
の
大
部
分
が
あ
る
揚
合
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
位
置
は
、
コ
ム
ー
ネ
の
領
域
外
の
こ
と
も
あ

　
る
。

トスカーナ折半小作地帯の最近における変貌

　　　　　第5表　ヴ7リアーノの人口の推移

年　　　集居部　　　　　農村部　　　　　　計

1799　192（52戸）　　329（56戸）　　　521（114戸）

1841　209（61戸）　　660（74戸）　　869（135戸）

1890　242（65戸）　818（114戸）　　1，060（179戸）

1955　453（129戸）　953（138戸）　　1，410（267戸）

1960　354（121戸）　798（136戸）　　1，152（252戸）

1969　329（103戸）　428（107戸）　　757（210戸）
1970　　　326　　　　　　　　　　462　　　　　　　　　　　　788

1980　228（85戸）　　424（124戸）　　652（209戸）

（資料）1970年のデータは，ISTAT，Censl皿ento　Generale　della　Po－

　　　polazione，他はすべて教区教会保存のStato　delr　Anima（Aτchi－

　　　vio　Parτocchiale　dl　Vahano）にょる。政府のセンサスては居住

　　　者と見倣される一時的出稼ぎ，学生などを教区神父は居住者と見

　　　傲していないo

四
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
、
と
く
に
カ
ペ

　
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
揚
合

ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ

　
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
一
地
区
（
h
β
巴
8
①
）
を
な
す
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
は
、

シ
エ
ナ
県
の
領
域
が
、
ア
レ
ッ
ツ
ォ
県
と
ウ
ン
ブ
リ
ア
の
ペ
ル
ー
ジ
ヤ
県
と
に

は
さ
ま
れ
て
三
角
状
に
つ
き
出
た
部
分
を
な
し
、
マ
エ
ス
ト
・
水
路
の
東
側
に

位
置
し
て
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
最
東
部
に
な
っ
て
い
る
。
歴
史
的
に
見
て

も
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
勢
力
に
対
す
る
ト
ス
カ
ー
ナ
領
の
先
端
部
分
と
し
て
重
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

役
割
を
は
た
し
て
き
た
。
標
高
三
四
八
メ
ー
ト
ル
、
谷
底
の
マ
エ
ス
ト
・
水
路

と
の
比
高
が
丁
度
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
の
上
に
位
置
す
る
中
心
地
は
、
教
会

　
　
　
　
　
（
5
4
）

と
七
六
の
敷
地
が
壁
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
こ
の
種
の
農
村
中
心
と
し
て
は
珍
し

い
防
禦
的
な
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
教
会
に
保
存
さ
れ
て
い
る
住
民
台
帳

か
ら
、
す
く
な
く
と
も
一
九
一
五
年
ま
で
は
、
こ
の
壁
の
外
に
宅
地
が
拡
大
す
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写真1　ヴァリアーノの航空写真

1000m5000

　この写真がとられたのは，1954年！0月13日であり，丘陵部のほとんどの耕地が樹

木（葡萄）の列で囲まれる数列の樹木をもち，混合耕作が卓越していたことがわかる。

平地を直線状に切っているのがマェスト・水路である。（Istituto　Geogr謡co　Mili－

tare，Firenze，の航空写真）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
8

る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
　
ー

　
　
　
（
5
5
）

が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

壁
の
外
に
、
本
格
的
な
住

宅
、
商
店
が
多
く
集
ま
る

の
は
、
一
九
五
〇
年
代
以

降
の
こ
と
で
、
一
九
五
四

年
の
航
空
写
真
（
写
真
－
）

と
一
九
六
四
年
の
地
図

（
第
7
図
）
と
を
比
べ
て
み

て
も
、
こ
れ
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
の
人
口

の
推
移
（
第
5
表
）
か
ら
、

い
く
つ
か
の
こ
と
を
観
察
、

あ
る
い
は
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
現
在
の
ヴ
ァ



トスカーナ折半小作地帯の最近における変貌

　　第7図　力ペッツィーネ・ファットリーアの所有地（1923）

リ
ァ
ー
ノ
全
体
の
人
口
規
模
は
、
ほ
ぼ
十
九

世
紀
初
頭
と
同
じ
で
あ
り
、
人
口
が
最
大
で

あ
っ
た
一
九
五
五
年
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六
九
年
の
間

に
お
け
る
人
口
の
急
減
は
、
折
半
小
作
制
の

危
機
に
対
応
す
る
も
の
で
、
特
に
農
村
部
に

お
け
る
人
口
減
が
著
し
い
の
も
こ
の
た
め
で

あ
る
。
集
居
部
と
農
村
の
散
居
部
と
の
人
口

の
割
合
は
、
現
在
と
十
九
世
紀
初
頭
と
で
は
、

数
字
の
上
で
は
あ
ま
り
違
っ
て
い
な
い
が
、

そ
の
実
体
は
非
常
に
異
な
っ
て
い
る
。
農
村

部
の
人
口
は
、
一
九
六
九
年
以
降
、
ほ
と
ん

ど
変
っ
て
い
な
い
が
、
農
業
従
事
者
数
は
、

減
少
を
続
け
て
お
り
、
農
村
に
居
住
す
る
非

農
家
お
よ
び
兼
業
農
家
の
数
は
着
実
に
増
大

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て

一
戸
あ
た
り
の
家
族
構
成
員
数
も
減
少
し
て

お
り
、
ま
た
、
住
居
の
位
置
も
、
か
つ
て
の
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農村 1880

890

900

910

920

930

940

950

960

970

980

90　　80　　70　　60　　50　　40　　30　20　　10　　0　　　　0　　10　　20　　30　　40　50　　60　　70　　80　90

　0／00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0／00

15人　　　10　　　5　　　　0　0　　　　5　　　　10　　　15人

　　　　ロモンテプルチャーノ出身

　　　　磁　　　　　　　　トスカーナ，ウンブリアのその
　　　　　　　　他のコムーネの出身

　　　　麟その他の州出身

　（注）　教区司祭Mons．Fumiの記録による。

折
半
小
作
農
の
家
屋
が
あ
っ
た
揚
所
か
ら
、
主
要

道
路
に
近
い
所
に
移
っ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

多
く
の
、
か
つ
て
の
折
半
小
作
農
の
農
家
（
S
紹

8
一
〇
巳
S
）
が
廃
屋
化
す
る
一
方
で
、
お
な
じ
散

居
形
態
で
は
あ
る
が
、
農
家
や
非
農
家
の
新
築
が

進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

農
外
就
業
人
口
の
比
率
が
増
大
す
る
と
い
う
か
た

ち
で
、
散
居
部
の
人
口
は
一
九
六
九
年
以
降
停
滞

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
の
中
心

部
を
な
す
集
居
部
の
人
口
は
一
九
六
九
年
以
後
急

減
し
た
。
こ
れ
は
壁
内
の
旧
中
心
部
の
人
口
が
特

に
減
少
し
た
た
め
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
職
人
、

商
人
な
ど
が
住
み
、
小
さ
い
な
が
ら
も
周
辺
農
村

の
中
心
と
し
て
活
気
を
お
び
て
い
た
旧
中
心
部
で

は
、
約
四
分
の
一
の
家
屋
が
空
家
に
な
っ
て
い
る

し
、
第
8
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
口
が
老
齢

化
し
、
平
均
家
族
構
成
員
数
も
、
ど
ん
ど
ん
小
さ

く
な
っ
て
い
っ
て
い
る
。
お
な
じ
、
集
居
部
で
も
、
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写真2　ヴァリアーノ，ヴァルディ・キアーナのビート畑

　この耕地の端には，かつての混合耕作の名残りである葡萄の列力

残っている。

　
集
落
ご
と
の
土
地
利
用
状
況
を
知
る
統
計
資
料
は
第
二
次
大
戦
前
の
農
業
台
帳
（
9
富
ω
8
＞
σ
q
声
ユ
o
）
に
関
し
て
も

の
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
に
対
応
す
る
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
も
、

タ
か
ら
、
収
益
構
成
に
関
し
て
は
、
一
八
五
〇
年
代
以
来
一
貫
し
て
、

　
壁
の
外
で
は
、
商
人
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
な
ど
の
住

　
民
が
住
み
、
活
気
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
、
第
8
図
の
年
齢
構
成
に
も

　
反
映
し
て
い
る
。

　
　
中
心
部
の
人
口
が
、
住
宅
地
が
壁
の
外
に
発
展
し
は
じ
め
る
今
世
紀

　
は
じ
め
ま
で
停
滞
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
十
九

　
世
紀
を
通
じ
て
農
村
の
散
居
部
の
人
口
が
一
貫
し
て
増
大
し
て
い
た
し
、

　
一
戸
あ
た
り
平
均
約
八
人
に
達
す
る
大
家
族
が
、
そ
れ
に
つ
れ
て
そ
の

　
数
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
パ
ッ
ツ
ァ

　
リ
の
言
う
「
折
半
小
作
制
の
再
編
・
強
化
」
が
進
行
し
、
農
民
の
生
活

　
水
準
の
上
昇
を
必
ず
し
も
と
も
な
わ
な
く
て
も
、
ポ
デ
ー
レ
の
分
割
が

　
土
地
利
用
の
集
約
化
を
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
推
定
さ

　
せ
る
。
十
九
世
紀
前
半
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
で
こ
の
こ
と
を

　
実
証
す
る
資
料
は
な
い
が
、
後
半
に
か
け
て
は
、
後
に
ふ
れ
る
カ
ペ
ッ

　
ッ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
史
料
が
、
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と

　
実
証
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
第
二
次
大
戦
後

得
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
デ
ー

　
　
　
一
位
が
樹
木
栽
培
（
葡
萄
と
オ
リ
ー
ブ
、
若
干
の
果
樹
）
、
二
位
が
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牧
畜
（
牛
お
よ
び
豚
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
の
農
業
が
、
か
な
り
肉
畜
生
産
に
傾
斜
し
て
い
た
と
は
い
え
、
基
本
的

に
は
、
集
約
的
混
合
耕
作
を
主
体
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ノ
・
ノ

ー
ビ
レ
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
と
キ
ア
ン
テ
ィ
・
ヌ
オ
ヴ
ォ
と
い
う
二
つ
の
葡
萄
酒
銘
柄
生
産
地
帯
に
属
す
る
こ
と
か
ら
当
然
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

トスカーナ折半小作地帯の最近における変貌

写真3　カペッツィーネ・ファットリーアの建物遠景

　学校法人rヴェー二」のファットリーアの管理中心が置かれてい

た所であり，1964年から1975年では，ヴァルディキアーナ農業協

同組合の本部であった。現在はコルトーナの実業家が所有し，農業

労働者を用いた大規模経営がなされている。周辺の，かつて混合耕

作のおこなわれていた耕地はすっかり葡萄の専用畑になっている。

　
こ
の
よ
う
な
混
合
耕
作
と
結
び
つ
い
て
、
一
九
五

〇
年
頃
ま
で
の
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
で
支
配
的
で
あ
っ
た

土
地
制
度
は
折
半
小
作
制
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
確
認

す
る
記
録
は
な
い
が
、
何
人
か
の
老
人
の
話
か
ら
、

一
九
四
〇
年
頃
、
折
半
小
作
農
で
な
く
農
業
を
営
ん

で
い
た
の
は
、
自
給
的
生
産
を
目
的
に
し
た
約
二
〇

戸
の
職
人
、
商
人
と
、
約
二
〇
戸
の
極
め
て
零
細
な
、

し
た
が
っ
て
農
業
労
働
者
と
し
て
生
計
を
お
ぎ
な
っ

て
い
た
農
家
に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
折
半
小
作
農
で
な
い
兼
業
農
家
お
よ
び
零
細
自

作
の
耕
地
は
、
地
籍
図
の
上
で
確
認
し
た
か
ぎ
り
で

は
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
全
体
の
約
一
二
五
〇
ヘ
ク
タ
ー

　
　
（
5
6
）

ル
の
耕
地
の
う
ち
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
み
た
な
い
面

積
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
耕
地
は
、
す
べ
て
折
半
小
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作
農
の
ポ
デ
ー
レ
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
約
三
分
の
二
の
八
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
通
称
力
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
．
フ
ァ
ッ
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

i
ア
（
男
諄
8
3
3
募
9
需
N
N
凶
召
）
が
一
八
五
七
年
以
来
所
有
し
て
い
た
。
そ
の
他
大
き
な
も
の
で
は
、
パ
ラ
ッ
ツ
ィ
（
℃
巴
器
呂
．
　
ー

フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
が
一
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
所
有
し
、
そ
の
他
は
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
や
コ
ル
ト
ー
ナ
の
中
小
地
主
に
よ
っ
て
所
有

さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
ヴ
ァ
リ
ァ
ー
ノ
の
八
割
近
く
が
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
に
組
織
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
パ
ラ
ッ
ツ
ィ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
は
、
こ
こ
か
ら
東
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
ウ
ン
ブ
リ
ア
州
に
か
け
て
全
体
で
は
約
三
〇
の
ポ
デ
ー
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

か
ら
な
る
四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
土
地
を
所
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
し
く
は
調
べ
て
い
な
い
。
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ

ッ
ト
リ
ー
ア
も
隣
接
す
る
ア
レ
ッ
ツ
ォ
県
の
コ
ル
ト
…
ナ
の
コ
ム
ー
ネ
領
域
内
に
も
土
地
が
あ
り
、
総
計
一
〇
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
所
有

地
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
住
民
の
意
識
に
お
い
て
は
、
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
と
言
え
ぱ
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
の
フ
ァ
、

ッ
ト
リ
ー
ア
で
あ
り
、
ま
た
、
ヴ
7
リ
ア
ー
ノ
と
言
え
ば
、
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
村
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
は
、
一
八
五
七
年
、
シ
エ
ナ
出
身
で
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
実
業
界
で
幅
広
く
活
躍
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

ア
ン
ジ
ェ
・
・
ヴ
ェ
ー
二
に
よ
っ
て
、
コ
ル
ト
ー
ナ
の
土
地
所
有
者
か
ら
買
い
取
ら
れ
た
。
コ
ル
ト
ー
ナ
の
境
界
線
に
近
い
丘
陵
上
の
フ

ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
建
物
は
、
今
世
紀
は
じ
め
に
改
築
さ
れ
て
は
い
る
が
、
当
時
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
一
九
二
五
年
に
コ
ル
ト
ー
ナ
領
域

内
に
お
い
て
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
買
い
た
し
て
一
〇
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
当
初
は
、
ほ
と
ん
ど
が
モ
ン
テ
プ

ル
チ
ャ
ー
ノ
の
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
に
位
置
す
る
九
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
な
っ
て
い
た
。
一
八
八
三
年
二
月
、
死
に
さ
い
し
て
ヴ
ェ
ー
二
は

遺
言
を
の
こ
し
、
郷
土
の
農
業
振
興
の
た
め
、
農
学
校
を
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
土
地
に
設
立
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
八
八
三
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
法
人
、
「
ヴ
ェ
ー
二
」
農
学
校
（
当
初
一
ω
葺
耳
o
、
威
品
三
．
、
と
称
さ
れ
、
後
に

H
。
。
葺
暮
o
＞
σ
q
蜜
ぎ
く
お
鼠
と
な
っ
た
）
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
屋
敷
や
工
揚
、
各
地
に
あ
っ
た
別
邸
や
製
粉
所
と
な
ら
ん
で
、
カ
ペ
ッ

ッ
ィ
ー
二
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
経
営
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
学
校
の
敷
地
は
、
色
ル
経
緯
は
あ
っ
た
が
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
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r
ア
の
建
物
の
敷
地
に
隣
接
す
る
コ
ル
ト
ー
ナ
の
コ
ム
ー
ネ
領
域
内
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
学
校
法
人
の
理
事
会
に
は
、
当

初
か
ら
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
の
コ
ム
ー
ネ
か
ら
の
代
表
と
コ
ル
ト
ー
ナ
の
コ
ム
ー
ネ
か
ら
の
代
表
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
加
わ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
農
学
校
は
、
一
九
二
〇
年
頃
ま
で
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ガ
リ
レ
オ
エ
揚
跡
地
や
、
そ
の
他
の
各
地
に
散

在
す
る
財
産
を
処
分
し
、
も
っ
ぱ
ら
、
コ
ル
ト
ー
ナ
と
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
と
で
、
農
学
校
と
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
．
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア

と
の
経
営
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
。
農
学
校
が
経
営
す
る
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
と
は
い
え
、
通
常
の
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
と
同
様
に
、
差
配

（
壁
詳
0
3
）
が
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
中
心
を
な
す
建
物
に
住
み
、
ポ
デ
ー
レ
ご
と
に
住
ん
で
い
る
折
半
小
作
農
の
管
理
に
当
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

た
だ
地
主
が
学
校
法
人
で
あ
る
た
め
、
毎
年
提
出
さ
れ
た
事
業
・
会
計
報
告
（
即
①
一
欝
δ
垢
巴
国
一
雪
9
0
9
島
仁
幹
ぞ
o
留
＝
、
国
の
R
。
鼠
o
）

に
は
、
学
校
経
営
の
分
と
な
ら
ん
で
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
の
分
も
記
入
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
四
年
の
時
点
ま
で
、
一
般
的
に
言
え

る
こ
と
は
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
は
、
法
人
財
産
の
増
殖
に
大
い
に
寄
与
し
、
他
方
、
学
校
経
営
は
常
に
大
幅
な
赤
字
で
、
学
校
部
門

の
諸
収
入
の
総
額
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
額
の
持
ち
出
し
を
法
人
は
強
い
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
の
純
益
は
、
一

九
二
五
年
六
一
四
、
五
四
三
リ
ラ
、
一
九
二
六
年
四
三
四
、
六
二
ニ
リ
ラ
、
一
九
二
七
年
二
二
四
、
六
三
七
リ
ラ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
学

校
経
営
の
赤
字
は
、
一
九
二
五
年
が
一
九
四
、
二
六
三
リ
ラ
、
一
九
二
六
年
が
二
三
一
、
一
〇
ニ
リ
ラ
、
一
九
二
七
年
が
一
六
六
、
一
八
九

リ
ラ
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
ア
ン
ジ
ニ
ロ
・
ヴ
ェ
ー
二
の
遺
志
の
通
り
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
；
ア
経
営
が
も
た
ら
す
剰
余
に
よ
っ
て
、
全
国
的

に
も
か
な
り
の
名
声
を
博
す
る
に
い
た
っ
た
農
学
校
が
経
営
さ
れ
、
そ
の
設
備
も
最
新
の
も
の
を
揃
え
、
改
築
な
ど
の
た
め
の
資
金
を
も

蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

　
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
の
重
要
な
部
分
は
、
折
半
小
作
農
の
管
理
で
あ
り
、
毎
年
三
月
一
日
に
更
新
さ
れ
る
小
作
契
約
に
は
じ
ま
り
、

以
後
、
各
小
作
人
ご
と
に
、
詳
細
に
、
貸
方
、
借
方
の
記
帳
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
記
帳
は
、
差
配
の
側
の
帳
簿
と
、
各
小
作
人
が
持
っ
て

い
る
小
作
手
帳
（
ま
お
雰
0
8
一
〇
巳
8
）
の
双
方
に
な
さ
れ
た
。
記
帳
さ
れ
る
件
数
は
、
小
作
人
に
よ
っ
て
違
う
が
、
多
い
揚
合
は
、
ほ
と
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ん
ど
毎
日
、
少
な
い
揚
合
で
も
、
平
均
し
て
一
週
間
に
一
回
は
あ
る
。
同
時
に
差
配
は
、
各
ポ
デ
ー
レ
ご
と
に
、
作
物
別
収
量
、
家
畜
数

な
ど
を
詳
細
に
記
帳
し
た
。
地
代
は
、
現
物
で
納
入
さ
れ
た
が
、
記
帳
は
金
額
で
な
さ
れ
、
精
算
は
農
業
年
の
終
り
に
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
折
半
小
作
人
の
管
理
の
他
に
、
差
配
は
、
一
九
二
〇
年
頃
に
は
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
て
い
た
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
直
接
経

営
地
の
農
作
業
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
が
直
接
飼
育
し
て
い
る
家
畜
の
世
話
、
葡
萄
酒
の
製
造
と
保
管
、
地
代
と
し
て
納
入
さ
れ
る
生
産
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

の
管
理
、
そ
し
て
出
荷
の
た
め
の
交
渉
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
仕
事
の
た
め
に
、
一
九
二
〇
年
頃
に
は
、
フ
ァ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

リ
ー
ア
内
に
事
務
員
二
名
と
専
属
の
職
人
乃
至
労
働
者
五
名
が
居
た
し
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
に
所
属
す
る
折
半
小
作
農
お
よ
び
そ
の
他
の

臨
時
的
労
働
者
の
労
働
日
は
、
年
間
約
一
七
〇
〇
日
に
達
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
帳
簿
に
よ
る
以
外
に
、
第
二
次
大
戦
前
の
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
の
折
半
小
作
農
の
生
活
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
現
在
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
旧
小
作
人
の
話
に
よ
れ
ば
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
貨
幣
に
よ

る
購
入
が
か
な
り
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
記
憶
は
せ
い
ぜ
い
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
し
か
遡
ら
ず
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

は
、
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
も
、
折
半
小
作
農
の
生
活
は
、
貨
幣
経
済
に
ま
き
こ
ま
れ
る
部
分
が

少
な
く
自
給
自
足
的
傾
向
が
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
上
述
の
差
配
と
小
作
人
の
関
係
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
「
折
半
小
作
制
の
危
機
」
は
、
こ
こ
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
揚
合
、
な
に
よ
り
も
、

学
校
法
人
「
農
学
校
ヴ
ェ
ー
二
」
の
経
営
状
態
の
悪
化
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
法
人
と
し
て
の
全
般
的
収
支
に
お
い
て
、
一
九
四
五
年
に

赤
字
を
出
し
、
一
九
四
六
年
に
は
何
と
か
黒
字
に
し
た
も
の
の
、
以
後
恒
常
的
に
赤
字
経
営
で
あ
り
、
学
校
経
営
に
お
け
る
莫
大
な
赤
字

は
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
部
門
で
何
と
か
一
九
五
一
年
ま
で
続
い
た
黒
字
で
は
到
底
補
填
で
き
な
い
額
に
達
し
た
。
こ
れ
は
一
九
四
六
年
以

降
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
部
門
に
お
け
る
収
益
率
が
一
貫
し
て
低
下
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
理
由
は
、
こ
の
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア

に
お
い
て
見
る
か
ぎ
り
、
イ
タ
リ
ァ
全
体
、
な
か
ん
ず
く
中
部
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
地
主
・
折
半
小
作
農
間
に
お
け
る
力
関
係
の
変
化
に
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よ
る
配
分
率
の
土
地
所
有
者
側
に
と
っ
て
の
悪
化
に
よ
る
も
の
よ
り
も
、
各
ポ
デ
ー
レ
に
お
け
る
折
半
小
作
農
の
交
代
が
甚
だ
し
く
、
一

九
四
九
年
以
降
は
、
農
業
年
の
途
中
に
お
い
て
も
折
半
農
が
離
村
し
て
し
ま
う
事
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
折

半
農
の
定
着
性
が
低
下
し
た
こ
と
が
、
農
業
生
産
力
の
減
少
を
結
果
し
た
こ
と
に
大
き
く
よ
っ
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
を
通
じ
て
、
ボ

デ
ー
レ
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
地
代
収
入
が
ゼ
・
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
第
二
次
世
界
大
戦
後

イ
タ
リ
ア
全
体
で
顕
在
化
し
た
労
働
力
の
流
動
化
の
中
で
、
折
半
小
作
農
の
所
得
水
準
が
、
相
対
的
に
低
い
も
の
に
な
り
、
ま
た
か
な
り

の
部
分
の
折
半
農
が
自
作
農
に
上
昇
し
た
エ
ミ
リ
ア
・
・
マ
ー
ニ
ャ
と
ち
が
っ
て
、
ト
ス
カ
ー
ナ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
上
昇
を
と
げ
る
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
麟
）

け
の
蓄
積
も
、
折
半
小
作
農
の
も
と
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
ヴ
ニ
ー
二
の
遺
志
通
り
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
に
支
え
ら
れ
て
、
模
範
的
な
学
校
経
営
が
な
さ
れ
て
い
た
期

間
と
い
う
の
は
、
換
言
す
れ
ば
、
通
常
の
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
に
お
い
て
、
土
地
所
有
者
が
大
き
な
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
た
時

期
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
学
校
法
人
の
経
営
状
態
が
悪
化
し
、
一
九
五
一
年
以
降
は
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
部
門
さ
え
が
、
年
に
よ
っ

て
は
赤
字
を
出
す
に
い
た
っ
た
こ
と
は
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
が
一
般
的
に
、
土
地
所
有
者
に

と
っ
て
不
利
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
学
校
法
人
の
経
営
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
累
積
的
な
負
債
を
か
か
え
続
け
、
そ
の
原
因
が
何
よ
り
も
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
部
門
に
お
け

る
経
営
状
態
の
悪
化
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
か
ぎ
り
、
学
校
教
育
の
当
事
者
が
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
付
き
農
学
校
と
い
う
異
常
な
形
態

を
や
め
、
通
常
の
私
立
学
校
と
し
て
国
家
か
ら
の
補
助
を
受
け
る
か
、
あ
る
い
は
国
立
に
移
管
す
る
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
に
、
学
校
法
人
の
負
債
は
三
億
リ
ラ
（
当
時
の
交
換
率
で
一
億
九
千
万
円
）
に
達
し
、
政
府
も
伝

統
あ
る
農
学
校
を
救
済
す
る
た
め
に
、
一
九
六
〇
年
の
政
令
一
四
二
号
で
、
一
九
五
八
年
十
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
ヴ
ェ
ー
二
農
業
高

校
（
冴
試
ε
8
月
。
9
凶
8
＞
鴨
毘
o
、
、
＜
①
σ
q
a
、
、
）
を
国
立
に
し
、
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
運
営
は
ヴ
ェ
ー
二
財
団
（
3
亭
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写真4　旧力ペッツィーネ・ファットリーアに

　　　　属する折半小作農の農家

鑑』’“』．鰯
謬
露
野
，
ー

　この農家の屋号はバルッ・で，カペッツィーネ・ファットリーア

に属する家屋は，すべてこの形式で屋号がかかげられていた。この

家屋は1979年以来居住が放棄されている。

奔
走
し
て
、
一
九
六
四
年
、
国
家
が
建
物
お
よ
び
キ
ャ
ン
パ
ス
用
土
地
約
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
買
い
上
げ
、

債
務
返
済
の
一
部
に
あ
て
て
解
散
し
、
残
り
の
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
土
地
、
家
屋
は
、
す
べ
て
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
と
コ
ル
ト
ー
ナ
の

裁
判
所
に
よ
り
競
売
に
付
さ
れ
た
。
コ
ル
ト
ー
ナ
に
あ
っ
た
土
地
は
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
学
校
用
地
に
な
り
、
競
売
に
付
さ
れ
た
の
は
、

鼠
註
o
語
．
、
＜
o
吸
巳
、
、
）
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
、
農
業
高
校
と
ヴ
ェ
ー
二
財
団
と
は
、

密
接
な
関
係
を
持
っ
て
お
り
、
学
校
の
建
物
と
キ
ャ
ン
パ
ス
（
六

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
は
、
ヴ
ェ
ー
二
財
団
が
無
償
で
提
供
す
る
か
た

ち
を
と
り
、
学
校
長
は
、
ヴ
ェ
ー
二
財
団
の
事
務
局
長
を
兼
ね
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
九
六
〇
年
に
は
、
ト
ス
カ
ー
ナ
全
体
に
つ
い
て
見
て
も
、
殆

ん
ど
の
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
が
所
有
地
を
大
幅
に
手
離
し
て
い
た
時

　
　
　
　
（
6
5
）

期
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
ヴ
ェ
ー
二
財
団
が
負
債
を

累
積
さ
せ
な
が
ら
、
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
経

営
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
・
こ
の
よ
う
な

財
団
の
提
供
す
る
老
朽
化
し
た
校
舎
・
寄
宿
舎
で
は
十
分
な
教
育

活
動
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
債
務
に
追
い
ま
わ
さ
れ

る
財
団
の
事
務
局
長
の
職
か
ら
逃
れ
た
い
た
め
も
あ
っ
て
、
校
長

を
は
じ
め
と
す
る
学
校
側
は
、
財
団
か
ら
の
完
全
分
離
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
団
は
、
そ
の
売
却
金
を
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一
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
で
は
、
そ
こ
に
あ
っ
た
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
所
有
地
八
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
全

体
が
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
建
物
お
よ
び
折
半
小
作
農
の
建
物
と
と
も
に
競
売
に
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ヴ
ァ
リ
ア

ー
ノ
を
代
表
す
る
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
は
、
そ
の
長
い
歴
史
を
閉
じ
て
消
滅
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
の

た
め
に
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
が
ヴ
ェ
ー
二
の
所
有
に
帰
し
た
一
八
五
七
年
以
降
の
帳
簿
な
ど
の
記
録
の
大
部
分
は
ー
一
部
は
コ
ル
ト
ー

ナ
の
コ
ム
ー
ネ
の
古
文
書
館
に
入
っ
て
い
る
1
未
整
理
の
ま
ま
埃
を
か
ぶ
っ
て
い
る
が
、
散
逸
を
免
れ
て
、
ヴ
ェ
ー
二
農
業
高
校
に
保

管
さ
れ
て
い
て
、
筆
者
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
六
四
年
、
競
売
の
時
点
で
、
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
部
分
に
あ
っ
た
ポ
デ
ー
レ
の
数
は
帳
簿
上

は
五
二
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
居
た
折
半
小
作
農
は
三
八
戸
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
う
ち
、
競
売
に
お
い
て
、
個
人
で
小
作
地
を
買
い
戻
し
た

の
は
五
戸
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
一
一
戸
の
旧
小
作
農
（
二
戸
は
す
ぐ
脱
落
し
て
九
戸
に
な
っ
た
）
は
、
社
会
党
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

の
も
と
に
、
小
土
地
所
有
農
民
公
庫
（
9
ω
冨
3
萄
型
8
0
ξ
ギ
o
℃
冨
畠
O
o
旨
区
言
騨
）
か
ら
有
利
な
融
資
を
受
け
て
、
「
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

キ
ァ
ー
ナ
農
業
協
同
組
合
」
（
0
8
需
田
菖
奉
》
α
q
a
o
げ
．
、
＜
巴
色
9
す
富
、
、
）
を
結
成
し
て
、
旧
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
建
物
と
直
接
経
営
地

を
ふ
く
む
三
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
購
入
し
て
、
共
同
経
営
に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
に
お
い
て
は
あ
ま
り
例
の

な
い
生
産
協
同
組
合
の
試
み
は
、
旧
折
半
小
作
農
が
、
折
半
小
作
制
の
崩
壊
後
も
、
自
ら
が
耕
作
し
て
い
た
耕
地
に
と
ど
ま
り
、
か
つ
、

E
C
の
共
通
農
業
政
策
の
も
と
で
も
大
規
模
自
立
経
営
と
し
て
生
き
残
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
構
成
員
は
、

ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
で
農
業
を
続
け
る
途
を
選
ば
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
売
却
禁
止
期
間
一
〇
年
を
経
過
し
た
後
、

一
九
七
五
年
に
、
協
同
組
合
の
定
款
を
改
訂
し
て
、
三
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
全
部
を
売
却
し
て
、
九
人
の
構
成
員
は
全
員
ヴ
ァ
リ
ァ
ー
ノ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

去
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
事
業
を
は
じ
め
た
。
な
お
、
こ
の
土
地
を
購
入
し
た
八
人
は
、
い
ず
れ
も
ヴ
ァ
リ
ァ
ー

ノ
外
の
人
で
あ
り
、
二
人
の
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
人
も
ふ
く
ま
れ
る
。
牧
羊
経
営
を
営
む
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
人
以
外
は
、
機
械
力
を
大
幅
に
導
入
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　第6表　力ペッツィーネ・ファットリーアのヴァリアーノ部分における

　　　　　折半小作農民の定着状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　該当年から残っている農家数
年ポデーレ数折半小作農家数
　　　　　　　　　　　　　　　1859　　　　1881　　　1925　　　　1952　　　　1958

1859　　　　　21　　　　　　　　　　　21

1881　　37　　　　37　　16（15）
1925　　45　　　　45　　　5（4）12（6）
1952　　44　　　　38　　　3（1）　9（6）20（12）

1958　　52　　　　36　　　3（1）　4（2）18（11）30（26）
1970　　一　　　　一　　　2（0）　3（1）　8（3）12（10）14（12）

1980　　一　　　　一　　　1（0）　1（0）　7（2）　8（2）　8（2）

　資料が許す限り逐年的に追っていって，同じ姓で名前が変った揚合には，息子があとを

　とったと見徹して同じ農家が存続したと判断したが，戸籍簿にあたったわけではないから・

親族が，当該農民の死後同じポデーレに入ってきたという可能性もある。ファットリーア

　の帳簿では，通常農民名を書かず，屋号（第7図の地図上に記入されているCasa　Nuova，

　Pa玉azzo　Vecchioなどの名前）だけで記帳されているので，各ポデーレを耕作している

　農民の氏名を知りえない年がかなりある。

　（）内の数は，同じポデーレに残っている農家数で，折半小作農が，カペッツィーネ・

　ファットリーア内でボデーレを移る揚合がいくつかあった。

　　1970年と1980年の数は，ヴァリアーノに残っている農家数である。1970年と1980年

　については，教区のジ昌セッペ・フーミ神父（mons，Giuseppe　Fumi）から得たインブ

　ォーメーシ日ンによったo

し
た
資
本
主
義
的
農
業
経
営
を
営
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0

　
こ
の
よ
う
に
し
て
・
一
九
八
O
年
の
時
点
で
、
一
九
　
－

六
四
年
の
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
三

八
戸
の
旧
折
半
小
作
農
の
う
ち
、
戸
主
あ
る
い
は
そ
の
，

後
継
者
が
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
に
住
ん
で
い
る
の
は
九
戸
に

す
ぎ
ず
、
こ
の
う
ち
か
つ
て
の
ポ
デ
ー
レ
を
所
有
し
て

い
る
の
は
二
戸
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
一
戸
は
、
兼

業
農
家
で
、
経
営
規
模
を
拡
大
し
て
安
定
し
た
農
業
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

営
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
は
一
戸
だ
け
で
あ
る
。

　
古
典
的
折
半
小
作
制
（
日
o
N
鎧
母
す
o
ポ
鐘
8
）
に
つ

い
て
し
ば
し
ぱ
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
先
祖
代
々
同
じ
ポ

デ
ー
レ
に
住
み
つ
い
て
い
る
農
民
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か

ら
す
れ
ば
、
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の

旧
折
半
小
作
農
の
残
存
率
の
こ
の
低
さ
は
注
目
さ
れ
る

べ
き
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
す

で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
折
半
小
作
農
の
も
と
に
、
土
地

を
買
い
戻
し
、
E
C
体
制
下
で
の
農
業
経
営
を
展
開
し

て
い
く
た
め
の
蓄
積
が
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
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る
が
、
そ
も
そ
も
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
体
制
の
も
と
で
、
折
半
小
作
農
が
、
古
典
的
折
半
小
作
制
の
も
と
に
お
け
る
よ
う
に
、
ポ
デ
ー
レ

と
の
強
い
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ

；
ア
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
お
お
よ
そ
の
姿
を
知
る
た
め
に
ま
と
め
た
の
が
第
6
表
で
あ
る
。
　
一
九
世

紀
後
半
を
通
じ
て
ポ
デ
ー
レ
の
数
が
増
大
し
た
の
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ポ
デ
ー
レ
の
分
割
と
土
地
利
用
の
集
約
化
に
よ
る
折

半
小
作
制
の
再
編
強
化
と
い
う
ト
ス
カ
ー
ナ
で
一
般
的
に
言
え
る
過
程
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
所
有
地
面
積

は
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
部
分
に
関
す
る
限
り
変
っ
て
い
な
い
（
第
7
図
参
照
）
。
第
6
表
を
見
れ
ぱ
、
た
し
か
に
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
解
体

後
、
そ
し
て
特
に
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
キ
ア
ー
ナ
農
業
協
同
組
合
の
解
散
後
、
旧
折
半
小
作
農
の
残
存
率
は
非
常
に
低
下
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、
一
般
的
に
言
え
ば
伝
統
的
な
、
自
給
自
足
的
な
経
済
が
か
な
り
卓
越
す
る
農
村
と
し
て
は
、
む
し
ろ

例
外
的
な
く
ら
い
の
高
い
流
動
性
を
も
っ
て
、
す
く
な
く
と
も
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
農
村
人
口
が
交
代
し
続
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
こ
こ
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
フ
ォ
ン
ネ
ス
な
ど
に
よ
っ

て
類
似
の
調
査
が
な
さ
れ
た
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
ぺ
ー
ザ
の
・
ッ
ジ
ァ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
；
ア
と
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
ウ
ッ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
6
8
）

ノ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
揚
合
に
も
、
こ
れ
と
同
じ
程
度
の
農
村
人
口
の
高
い
流
動
性
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
す
く
な
く
と
も
十
九
世

紀
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
体
制
の
も
と
に
お
け
る
折
半
小
作
制
再
編
成
後
の
ト
ス
カ
ー
ナ
農
村
に
お
い
て
は
、
古
典
的
折
半
農
制
度

の
も
と
に
お
け
る
の
と
ま
っ
た
く
違
っ
た
、
農
村
人
口
の
高
い
流
動
性
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
高
い
流
動
性
と

い
っ
て
も
、
し
か
し
な
が
ら
、
さ
き
に
か
か
げ
た
第
8
図
か
ら
読
み
と
れ
る
よ
う
に
、
農
民
が
移
動
す
る
範
囲
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
時

ま
で
は
、
短
距
離
、
お
そ
ら
く
は
同
一
コ
ム
ー
ネ
内
部
に
限
ら
れ
て
い
て
、
州
を
越
え
た
移
動
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
や
南
部
半
島
部
か
ら
牧

人
や
農
民
が
移
住
し
て
来
て
、
ト
ス
カ
ー
ナ
農
民
が
は
る
か
遠
く
の
北
部
工
業
地
帯
な
ど
に
大
量
に
出
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一

九
五
〇
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
農
民
の
高
い
流
動
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
8
図
が
示
す
よ
う
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計

39

7
1
5
9
2

82

　　　第7表ヴァリアーノにおける農業経営体の分化状況（1970年）

　　　　　　　　　　自作農轍灘羅欝雀

5ha未満　　　　　　　　36　　　　　　1　　　　　　2

5ha以上10ha未満　　　　13　　　　　　0　　　　　　4

10ha以上20ha未満　　　10　　　　　　0　　　　　　5

20ha以上50ha未満　　　　8　　　　　　1　　　　　　0

50ha以上　　　　　　　　0　　　　　　2宰　　　　　　0

　　　　計　　　　　　　67　　　　　　4　　　　　　11

　50頭以上の豚を飼育する経営　　9
　20頭以上の牛を飼育する経営　　　3

　100頭以上の羊を飼育する経営　　　2

串このうち一つは21975年に解散したヴァルディキアーナ農梁協同組合てあって，その土地は現在は五つ

の資本主義的経営体になっている。

（資料）モンテプルチャーノ役場の提供にょる2巳Ce1Lslmento　Generale　di　Agncoltumにょるデータ。

に
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
農
村
部
の
男
子
人
口
に
お
い
て
は
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
2

ー
ノ
の
コ
ム
ー
ネ
内
に
生
ま
れ
た
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。
集
居
部
の
非
農
業
　
－

人
口
の
方
が
、
ず
っ
と
遠
距
離
に
ま
で
及
ぶ
流
動
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。　

す
で
に
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
全
体
に
つ
い
て
概
観
を
し
た
が
、
農
業
経

営
の
内
容
を
見
る
た
め
に
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
に
つ
い
て
の
一
九
七
〇
年
農
業

セ
ン
サ
ス
か
ら
の
経
営
階
層
の
分
化
状
況
を
示
す
デ
ー
タ
を
第
7
表
に
あ
げ

る
。
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
全
体
に
つ
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
下
の
経
営
規
模
で
は
、
自
立
専
業
農
家
と
呼
ぶ
の
に
程
遠
く
、
兼
業

農
家
ま
た
は
農
業
労
働
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
ら
れ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。

一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を
一
応
安
定
し
た
農
業
経
営
と
見
徹
す
と
、
そ
の
数

は
全
経
営
体
の
三
分
の
一
以
下
で
あ
る
。
カ
ペ
ッ
ッ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ

ー
ア
の
第
二
次
大
戦
前
の
経
営
に
比
し
て
家
畜
数
、
特
に
牛
の
数
は
非
常
に

減
少
し
て
い
る
が
、
豚
五
〇
頭
、
牛
二
〇
頭
、
羊
一
〇
〇
頭
と
い
う
線
で
一

応
切
る
と
一
四
の
牧
畜
に
傾
斜
し
た
経
営
体
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
地
を
保
有
し
て
い
る
。

　
農
家
数
、
特
に
、
本
来
的
な
専
業
農
家
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
の
数
は

こ
の
様
に
非
常
に
減
少
し
た
し
、
一
九
八
一
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果
が



出
れ
ば
、
こ
の
傾
向
が
さ
ら
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
旧
折
半
小
作
農
の
家
屋
で
も
完
全
に
放
棄
さ
れ
て
い

る
も
の
の
数
は
少
な
く
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
全
体
で
五
戸
程
度
で
あ
る
。
非
農
業
従
事
家
族
の
住
宅
に
な
っ
て
い
る
揚
合
も
あ
れ
ば
、
倉

庫
．
農
業
機
械
の
置
き
揚
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
約
二
五
戸
の
旧
折
半
小
作
農
の
家
屋
が
、
実
質
的
な
農

トスカーナ折半小作地帯の最近における変貌

　写真5　旧力ペッツィーネ・ファットリーアに属する

　　　　　折半小作農家　コッレ皿およびコッレIV

　これらのポデーレは，ヴァルディキアーナ農業協同組合の解散後，サ

ルデーニヤ人の所有に帰し，牧羊経営がなされている。ほとんどの部分

が永久放牧地か牧草栽培地になっているし，近くの鉄道新幹線工事のた

めに土を売ってもいる。

業
労
働
者
（
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
農
業
経
営
体
）
あ
る
い
は
純

粋
の
農
業
労
働
者
（
農
地
を
ま
っ
た
く
保
有
し
な
い
）
に
よ
っ
て

住
ま
わ
れ
て
い
る
。
後
者
の
場
合
、
彼
ら
は
、
自
ら
が
労
働
に
従

事
す
る
耕
地
の
中
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
形
態
的
に
は
、

古
く
か
ら
の
折
半
小
作
農
と
変
ら
な
い
が
、
彼
ら
は
、
ヴ
ァ
リ
ア

ー
ノ
外
、
、
・
・
ラ
ノ
、
・
；
マ
に
住
む
者
を
も
含
む
不
在
地
主
と
の

賃
金
契
約
に
も
と
づ
い
て
農
作
業
に
従
事
す
る
と
い
う
点
で
折
半

小
作
農
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
新
し
い
か
た
ち
で
存
在
す
る
よ
う

に
な
っ
た
最
下
層
の
農
業
専
従
者
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
年
頃
に
比
し
て
、
現
在
の
土
地
利
用
状
況
は
、
経
営

規
模
、
経
営
形
態
の
相
違
に
よ
っ
て
多
様
化
が
著
し
い
。
機
械
力

を
導
入
で
き
る
よ
う
な
葡
萄
の
専
用
地
、
飼
料
・
工
芸
作
物
用
の

耕
地
は
大
規
模
経
営
体
の
農
地
に
限
ら
れ
る
し
、
零
細
な
経
営
体

は
、
自
給
的
農
業
の
性
格
が
強
く
、
ま
だ
混
合
耕
作
形
態
を
残
し

て
、
多
種
類
の
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
。
牧
畜
を
主
と
す
る
専
業
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農
家
が
飼
料
作
物
に
耕
地
の
大
き
な
部
分
を
さ
く
の
は
当
然
と
し
て
も
、
工
芸
作
物
の
う
ち
、
ビ
ー
ト
に
す
る
か
、
煙
草
に
す
る
か
、
ひ

ま
わ
り
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
企
業
家
的
精
神
に
も
と
づ
く
判
断
が
要
求
さ
れ
、
す
く
な
く
と
も
安
定
専
業
経
営
体
の
レ
ヴ

ェ
ル
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
か
な
り
異
な
っ
た
土
地
利
用
選
択
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
キ
ア
ー
ナ
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

か
ら
、
コ
ッ
レ
ー
、
H
、
皿
、
W
、
V
、
の
屋
号
を
も
つ
ポ
デ
ー
レ
を
買
い
取
っ
た
二
戸
の
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
家
族
は
、
農
地
の
大
部
分
を

永
久
放
牧
地
に
し
、
さ
ら
に
丘
陵
を
切
り
崩
し
て
土
を
新
幹
線
工
事
の
た
め
に
売
り
払
っ
て
、
ヴ
ァ
リ
ァ
ー
ノ
の
古
く
か
ら
の
住
民
の
餐

歴
を
か
っ
て
い
る
。
土
地
利
用
の
多
様
化
に
関
し
て
は
、
土
地
条
件
の
影
響
も
、
以
前
よ
り
も
大
き
な
影
響
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
谷
底

平
野
部
に
お
い
て
は
、
零
細
経
営
に
よ
る
残
存
し
た
混
合
耕
作
を
の
ぞ
い
て
、
葡
萄
栽
培
が
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
、
葡
萄
の
専
用
耕
地
は
、

そ
の
た
め
の
土
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
丘
陵
地
帯
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
（
5
3
）
　
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
9
ご
耳
。
貫
H
■
（
む
。
。
N
ソ
　
ω
7
巨
冒
F
翼
（
這
o
。
N
）
を
参
照
。

　
（
5
4
）
　
土
地
台
帳
お
よ
ぴ
地
籍
図
に
お
い
て
地
番
が
一
か
ら
七
六
ま
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
六
つ
は
現
在
も
そ
う
で
あ
る
し
、
過
去
に
お
い
て
も
菜

　
　
園
と
し
て
利
用
さ
れ
家
屋
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
（
5
5
）
　
住
民
台
帳
（
ω
β
8
魯
＝
、
四
巳
ヨ
帥
）
で
は
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
集
居
部
に
関
し
て
一
九
四
三
年
か
ら
「
壁
の
中
」
（
U
。
暮
8
ざ
巳
舞
p
）
と
「
壁

　
　
の
外
」
（
国
δ
嵩
号
ま
ヨ
霞
帥
）
に
分
け
て
い
る
が
、
一
九
一
六
年
よ
り
、
お
そ
ら
く
は
、
県
道
沿
い
の
壁
の
外
の
部
分
に
、
若
干
の
商
人
、
職
人

　
　
が
住
み
は
じ
め
た
こ
と
が
、
人
口
動
態
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

　
（
5
6
）
　
一
九
七
〇
年
セ
ン
サ
ス
で
は
、
一
一
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
宅
地
、
永
久
放
牧
地
に
な
っ
て
い
る
面
積
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

　
　
一
九
四
〇
年
頃
は
、
約
一
二
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
（
5
7
）
　
調
査
の
期
間
が
制
約
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
側
の
土
地
台
帳
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
二

　
　
っ
の
州
に
ま
た
が
る
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
が
例
外
的
な
も
の
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
よ
う
で
、
キ
ウ
ジ
に
も
類
似
の
事
例
が
い
く
つ
か
あ
っ
た

　
　
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
パ
ラ
ッ
ツ
ィ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
揚
合
、
一
九
五
〇
年
代
の
は
じ
め
か
ら
ポ
デ
；
レ
が
何
回
か
に
分
け
て
売
却
さ
れ
、
フ

　
　
ァ
ソ
ト
リ
ー
ア
の
建
物
自
体
第
二
次
大
戦
後
三
回
も
所
有
者
を
変
え
て
い
て
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
の
記
録
は
散
逸
し
た
の
か
処
分
さ
れ
た
の
か
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所
在
不
明
で
あ
る
。

（
5
8
）
＞
お
巴
o
く
轟
三
は
工
学
者
で
、
圧
搾
ポ
ン
プ
な
ど
、
い
く
つ
か
の
独
自
の
製
品
を
開
発
し
て
成
功
し
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ガ
リ
レ
オ
エ
揚
な

　
ど
、
い
く
つ
か
の
工
揚
を
経
営
し
て
い
た
。

（
5
9
）
　
全
部
が
保
存
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
九
二
〇
年
代
中
葉
よ
り
、
印
刷
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
形
を
と
っ
て
い
る
。

（
6
0
）
　
シ
エ
ナ
県
で
は
三
月
一
日
を
農
業
年
の
開
始
に
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
（
b
畠
言
臣
鼻
り
（
這
。
。
o
）
に
よ
る
）
。
コ
ル
ト
ー
ナ
県
で
は
、

　
一
月
三
十
一
日
に
契
約
を
更
新
し
て
い
た
事
例
を
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
月
一
日
に
契
約
が
更
新
さ
れ
る
揚
合
に
は
、
前
年
の
十

　
一
月
三
十
日
ま
で
に
地
主
が
通
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
折
半
小
作
契
約
は
一
方
的
に
破
棄
さ
れ
え
た
。

（
6
1
）
揚
合
に
よ
っ
て
は
、
旧
小
作
人
の
揚
合
も
あ
る
が
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
折
半
小
作
農
以
外
の
臨
時
的
労
働
力
の
性
格
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
お
そ
ら
く
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
零
細
自
作
農
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
2
）
　
農
学
校
に
は
、
実
習
あ
る
い
は
試
験
用
の
農
地
が
コ
ル
ト
ー
ナ
に
か
な
塑
あ
っ
た
し
、
ま
た
同
様
の
目
的
の
た
め
に
家
畜
も
か
な
り
飼
育
さ
れ

　
て
い
た
が
、
経
営
上
は
、
こ
れ
ら
は
、
葡
萄
酒
製
造
を
の
ぞ
い
て
学
校
部
門
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

（
6
3
）
　
た
と
え
ぱ
り
卑
N
N
お
F
ρ
（
這
ま
y

（
6
4
）
　
U
一
唱
一
〇
貫
ρ
O
貯
昌
同
墨
昌
O
O
（
一
呂
ひ
）
に
よ
る
。

（
6
5
）
　
屑
9
β
o
ω
F
目
こ
℃
o
器
押
ρ
o
国
o
ヨ
げ
鉱
■
。
o
旨
旨
o
（
6
認
V

（
6
6
）
　
流
出
し
た
人
た
ち
が
、
ど
こ
に
行
っ
て
何
を
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
る
の
は
、
工
業
化
社
会
の
農
村
で
は
一
般
に
困
難
な
こ
と
で
あ

　
る
が
、
農
村
人
口
の
流
動
性
の
高
い
中
部
イ
タ
リ
ア
の
農
村
で
は
、
特
に
む
ず
か
し
く
て
、
住
民
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
知
ら
な
い
し
、
あ
ま
り

　
関
心
も
も
っ
て
い
な
い
。
九
人
の
う
ち
、
行
先
を
聞
き
出
す
こ
と
の
で
き
た
の
は
五
人
だ
け
で
あ
る
。

（
6
7
）
　
二
の
一
戸
は
、
一
八
五
〇
年
代
に
す
で
に
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ソ
ト
リ
ー
ア
の
折
半
小
作
農
だ
っ
た
農
民
の
子
孫
で
あ
る
。

（
6
8
）
男
o
…
窪
一
」
・
評
σ
。
讐
O
・
。
菊
o
ヨ
σ
辞
い
（
G
這
y
こ
の
研
究
で
は
評
ヰ
o
目
㌶
〔
巨
5
U
o
器
す
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
一
年
以
降
の
、

　
寄
ヰ
o
碁
〔
一
一
q
N
墨
8
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
六
年
以
降
の
折
半
小
作
農
の
交
代
が
逐
年
的
に
調
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
ω
）
　
畝
の
間
の
土
お
こ
し
、
消
毒
は
完
全
に
機
械
化
さ
れ
て
い
る
し
、
勢
定
の
た
め
の
大
型
機
械
も
一
九
八
一
年
に
二
台
ヴ
ァ
リ
ァ
ー
ノ
に
導
入
さ
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れ
た
。
近
い
将
来
収
穫
も
機
械
化
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
型
機
械
の
導
入
の
た
め
に
は
葡
萄
の
列
の
間
の
問
隔
を
大
き
く
と
ら
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
7
0
）
O
o
ま
H
か
ら
O
色
。
＜
ま
で
の
ポ
デ
ー
レ
は
一
八
六
二
年
ま
で
は
一
つ
の
ポ
デ
ー
レ
で
あ
っ
た
が
、
以
後
何
回
か
に
わ
た
っ
て
分
割
さ
れ
、

　
カ
ペ
ッ
ッ
ィ
ー
ノ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
土
地
の
競
売
の
結
果
、
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
キ
ア
ー
ナ
農
業
協
同
組
合
の
土
地
と
な
り
、
後
者
の
解
散
の
後
、
一

　
八
六
〇
年
代
の
状
態
に
戻
っ
て
二
戸
の
血
縁
関
係
に
あ
る
サ
ル
デ
ー
ニ
ヤ
人
の
土
地
に
な
り
、
彼
ら
に
よ
り
牧
羊
経
営
が
営
ま
れ
て
い
る
（
写
真
5

参
照
）
。

五
　
結
論
に
か
え
て

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
意
図
的
に
、
そ
し
て
図
式
的
な
ま
で
に
一
般
か
ら
特
殊
へ
、
そ
し
て
、
大
き
い
地
域
単
位
か
ら
小
さ
な
地
域
単
位

へ
と
い
う
検
討
の
方
法
が
と
ら
れ
た
。
ま
っ
た
く
逆
の
論
理
に
よ
る
展
開
も
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
し
、
特
殊
か
ら
一
般
へ
、
そ
し
て
よ
り

小
さ
な
地
域
単
位
か
ら
よ
り
大
き
な
地
域
単
位
に
お
け
る
普
遍
化
へ
と
論
理
を
展
開
す
る
の
が
、
こ
の
種
の
研
究
が
創
造
的
価
値
を
も
つ

た
め
に
は
、
と
ら
れ
る
ぺ
き
方
法
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
小
地
域
に
つ
い
て
の
個
別
事
例
の
研
究
を
つ
み

あ
げ
る
か
、
他
の
比
較
可
能
な
事
例
研
究
を
い
く
つ
か
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
の
今
回
の
調
査
は
、
時
間
的
に
限

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
多
く
の
事
例
研
究
を
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
な
り
ト
ス
カ
ー
ナ
な
り
の
範
囲
で
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
っ
た
し
、
他
方
十
九
世
紀
以
来
の
農
村
景
観
、
土
地
制
度
の
展
開
と
の
関
連
で
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
、
急
速
に
進
行
し
た
折
半
小
作
制
の
崩
壊
、
農
業
景
観
の
変
化
を
、
本
稿
で
試
み
た
よ
う
な
ム
ラ
単
位
で
検
討
し
た
事
例
研
究

は
、
ト
ス
カ
ー
ナ
全
体
に
つ
い
て
も
そ
の
数
が
少
な
い
し
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
に
つ
い
て
は
皆
無
で
あ
る
。
十
九
世
紀
以
降
の

折
半
小
作
制
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
本
稿
に
お
い
て
も
い
く
つ
か
ふ
れ
た
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
し
、
第
二
次
大
戦
後
の
折
半
小
作
制
の
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危
機
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
大
き
な
地
域
単
位
で
、
ま
た
危
機
一
般
を
取
り
あ
げ
た
文
献
は
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
般

化
の
か
な
り
高
い
段
階
の
文
献
が
、
イ
タ
リ
ァ
人
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
所
で
、
一
つ
の
事
例
研

究
を
す
る
と
き
に
、
筆
者
が
実
際
に
と
る
作
業
の
手
続
き
は
、
本
稿
の
順
序
、
す
な
わ
ち
、
自
分
の
従
来
の
研
究
の
発
展
と
し
て
、
発
表

さ
れ
て
い
る
文
献
を
読
み
、
ト
ス
カ
ー
ナ
あ
る
い
は
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
と
い
う
よ
う
な
地
域
単
位
で
一
般
化
さ
れ
た
議
論
か
ら

自
分
の
問
題
意
識
を
養
な
い
、
そ
の
後
で
コ
ム
ー
ネ
や
ム
ラ
で
の
調
査
を
す
る
と
い
う
順
序
で
あ
る
。
取
り
上
げ
た
地
域
が
、
ヴ
ァ
ル
・

デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
、
そ
し
て
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
と
い
う
コ
ム
…
ネ
、
そ
し
て
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
と
い
う
地
区
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、

非
常
に
限
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
が
、
研
究
成
果
を
ま
と
め
五
段
階
で
は
、
す
く
な
く
と
も
自
分
が
調
べ
た
事
例
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
揚
合
に
、
た
と
え
、
そ
れ
が
、
通
常
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
て
も
一
般
的
な
こ
と
と
し
て
は
認
め
な
い
、
す
く
な
く
と
も
留
保
条

件
を
つ
け
る
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
は
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
い
う
よ
り
も
消
去
法
に
す
ぎ
な
い
が
、
第
一
節
か
ら
第

四
節
ま
で
下
降
し
て
い
く
記
述
は
、
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
は
経
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
に
関
し
て
、
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
に
関
し
て
、
さ
ら
に
は
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
に
関
し
て
提
起
さ

れ
た
問
題
点
は
、
そ
れ
か
ら
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・
キ
ア
ー
ナ
に
つ
い
て
の
、
あ
る
い
は
ト
ス
カ
ー
ナ
に
つ
い
て
の
一
般
モ
デ
ル
を
作
っ
て
も
、

現
在
の
段
階
で
は
検
証
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
、
問
題
提
起
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
そ
の
よ

う
な
問
題
点
と
し
て
、
重
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
、
以
下
列
挙
す
る
こ
と
に
す
る
。

〇
　
十
九
世
紀
ト
ス
カ
ー
ナ
の
折
半
小
作
農
の
性
格
に
関
し
て
言
え
ば
、
筆
者
に
と
っ
て
は
、
土
地
利
用
の
集
約
化
・
ポ
デ
ー
レ
の
分
割

に
よ
る
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
の
再
編
強
化
と
い
う
テ
ー
ゼ
が
、
よ
り
説
得
的
で
あ
る
。
カ
ペ
ッ
ツ
ィ
ー
ネ
・
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
の
揚
合

は
、
農
学
校
が
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
に
寄
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
農
学
校
が
私
的
不
在
地
主
に
代
っ
た
の
が
一
般
の
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア

で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
で
ト
ス
カ
ー
ナ
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
、
折
半
小
作
農
の
プ
・
レ
タ
リ
ア
化
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
は
、
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用
語
の
問
題
と
し
て
も
、
筆
者
は
賛
成
で
き
な
い
。

⑭
　
折
半
小
作
農
制
i
混
合
耕
作
の
結
び
つ
い
た
地
帯
に
お
け
る
農
村
人
口
の
流
動
性
が
か
な
り
高
か
っ
た
こ
と
は
、
ポ
デ
ー
レ
と
折
半

小
作
農
と
の
結
ぴ
つ
き
が
決
し
て
強
く
な
く
、
小
作
契
約
が
地
主
の
側
か
ら
容
易
に
破
棄
さ
れ
得
る
よ
う
な
小
作
慣
行
が
あ
り
、
ま
た
、

折
半
小
作
農
の
一
年
間
の
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
当
局
に
対
す
る
バ
ラ
ン
ス
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
、
折
半
小
作
農
が
ポ
デ
ー
レ
か
ら
出
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
例
が
、
十
九
世
紀
後
半
お
よ
び
今
世
紀
前
半
を
通
じ
て
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
も
、
十
分
に
あ

り
得
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
以
降
に
お
け
る
ト
ス
カ
ー
ナ
農
村
人
口
が
、
全
体
と
し
て
減
少
し
つ
つ
も
、
か
な
り
交
替
し
て
い
る

こ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ト
ス
カ
ー
ナ
農
村
が
歴
史
的
に
持
っ
て
い
た
人
口
の
流
動
性
の
中
で
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

一
九
五
〇
年
以
降
の
人
口
の
流
動
性
が
、
そ
の
移
動
距
離
の
大
き
さ
、
ト
ス
カ
ー
ナ
農
民
の
流
出
先
が
ほ
と
ん
ど
非
農
業
部
門
で
あ
る
こ

と
、
ト
ス
カ
ー
ナ
・
ウ
ン
ブ
リ
ア
以
外
の
相
対
的
に
後
進
的
な
州
か
ら
人
口
が
流
入
し
て
き
た
と
い
う
よ
う
な
新
し
い
性
格
を
お
び
た
と

い
う
面
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

匂
　
農
村
に
お
け
る
階
級
関
係
を
分
析
す
る
の
に
、
ど
こ
の
国
の
農
業
セ
ン
サ
ス
も
多
く
の
限
界
を
持
っ
て
い
る
が
、
イ
タ
リ
ァ
の
揚
合

も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
戸
主
が
兼
業
す
る
農
家
数
は
調
ぺ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
程
度
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
ヴ
ァ
ル
・
デ
ィ
・

キ
ア
ナ
で
は
、
経
営
規
模
が
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
揚
合
、
自
己
の
保
有
農
地
以
外
か
ら
の
所
得
の
あ
る
揚
合
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
、
日

本
で
言
う
兼
業
農
家
か
農
業
労
働
者
と
見
倣
さ
れ
る
ぺ
き
で
、
そ
れ
は
、
セ
ン
サ
ス
上
の
農
業
経
営
体
数
の
三
分
の
一
以
上
に
達
す
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
零
細
農
業
経
営
体
の
所
得
水
準
は
農
外
所
得
を
加
え
て
も
確
実
に
低
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
の
デ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

タ
で
戸
主
が
自
己
の
保
有
地
以
外
で
主
と
し
て
働
く
経
営
体
の
比
率
は
、
ト
ス
カ
ー
ナ
は
全
農
業
経
営
体
数
の
二
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

イ
タ
リ
ア
全
体
の
三
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
低
く
、
こ
の
兼
業
戸
主
の
う
ち
、
他
の
農
業
経
営
体
で
働
く
者
の
比
率
は
、
ト
ス
カ
ー
ナ

で
一
五
・
ニ
バ
ー
セ
ン
ト
で
全
国
の
二
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
は
る
か
に
低
い
。
こ
の
数
値
と
比
較
す
る
と
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
は
、
イ
タ
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リ
ア
の
中
で
は
、
ま
だ
農
民
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
の
進
行
の
度
合
が
低
く
、
家
族
経
営
の
中
間
層
に
位
置
す
る
自
営
農
が
か
な
り
残
っ
て

い
る
地
帯
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
農
村
部
に
お
け
る
老
人
農
業
人
口
の
比
率
も
、
イ
タ
リ
ア
全
体
、
あ
る
い
は
ト
ス
カ
ー
ナ
の

　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

水
準
に
比
し
て
も
低
い
。

㈲
　
お
そ
ら
く
は
そ
の
起
源
、
そ
し
て
、
発
展
と
再
編
成
の
過
程
を
通
じ
て
、
折
半
小
作
制
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
き
た
混
合
耕
作
は
、

た
し
か
に
ト
ス
カ
ー
ナ
丘
陵
・
平
地
型
農
村
景
観
を
か
た
ち
づ
く
る
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
〇
年
以
降
の
三
〇
年
の

間
に
、
折
半
小
作
制
は
、
完
全
に
崩
壊
し
、
混
合
耕
作
も
大
幅
に
衰
退
し
た
。
巨
視
的
展
望
の
上
に
立
て
ば
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
タ
リ
ァ
農
業
の
変
貌
と
い
う
一
つ
の
過
程
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
違
い
な
い
が
、
こ
の
場
合
、
生
産
関

係
の
変
化
と
土
地
利
用
の
変
化
あ
る
い
は
農
業
生
産
力
の
発
展
と
の
間
に
直
接
的
因
果
関
係
は
な
い
。
折
半
小
作
制
度
が
崩
壊
し
た
の
は
、

政
治
的
、
法
制
的
条
件
の
変
化
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
経
済
の
高
度
成
長
の
中
で
ト
ス
カ
ー
ナ
折
半
農
の
所
得
水
準
が
相
対

的
に
低
い
も
の
と
な
り
、
労
働
力
の
減
少
、
質
の
低
下
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
経
営
が
悪
化
し
た
こ
と
に
、
最
大
の
要
因
が
あ
る
。

一
九
六
四
年
の
法
律
は
最
後
の
と
ど
め
を
さ
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
混
合
耕
作
が
衰
退
し
た
の
は
、
E
C
体
制
下
の
イ
タ

リ
ァ
農
業
の
再
編
成
の
中
で
、
混
合
耕
作
の
生
産
性
が
相
対
的
に
み
れ
ば
、
非
常
に
低
下
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
と

く
に
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
、
E
C
共
通
農
業
政
策
の
本
格
化
以
降
顕
著
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
分
益
小
作
制
の
下
に
お
い
て
で
あ
れ
、

混
合
耕
作
は
機
械
化
・
省
力
化
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
新
し
い
条
件
の
下
で
存
続
し
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

㈱
　
ト
ス
カ
ー
ナ
の
折
半
小
作
農
の
も
と
で
は
、
農
業
生
産
力
の
展
開
を
可
能
に
し
、
ま
た
彼
ら
自
身
の
自
作
農
あ
る
い
は
資
本
主
義
的

農
業
経
営
者
へ
の
上
昇
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
蓄
積
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニ
ャ
と

の
対
比
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
お
な
じ
混
合
耕
作
と
い
い
な
が
ら
、
牧
蓄
の
比
重
、
野
菜
・
工
芸
作
物
の
比
重
が
エ
ミ

リ
ア
・
・
マ
ー
ニ
ャ
で
は
ト
ス
カ
ー
ナ
よ
り
ず
っ
と
高
か
っ
た
こ
と
、
フ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ア
体
制
の
再
編
、
・
強
化
と
い
う
ト
ス
カ
ー
ナ
で
十
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九
世
紀
に
生
じ
た
過
程
が
エ
ミ
リ
ヤ
・
・
ー
マ
ー
ニ
ャ
で
は
見
ら
れ
ず
、
ポ
デ
ー
レ
が
カ
シ
ー
ナ
に
再
編
さ
れ
た
揚
合
が
多
か
っ
た
こ
と
、

基
本
的
に
、
北
西
ヨ
ー
・
ッ
パ
的
農
業
革
命
を
技
術
的
に
可
能
に
し
た
エ
ミ
リ
ア
・
・
マ
ー
ニ
ャ
の
自
然
条
件
、
な
ど
が
こ
の
相
違
の
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
、
実
証
的
お
よ
び
理
論
的
に
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

（
7
1
）
　
収
入
に
よ
っ
て
で
な
く
労
働
日
に
よ
っ
て
規
定
し
て
い
る
。

（
7
2
）
　
自
作
農
だ
け
に
つ
い
て
、
一
四
歳
か
ら
四
九
歳
ま
で
の
戸
主
の
割
合
は
、
一
九
七
六
年
、
全
国
で
四
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
ト
ス
カ
ー
ナ
で
三

　
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ャ
ー
ノ
で
は
、
四
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
。
（
ω
貰
9
。
量
ρ
（
這
這
）
に
よ
る
。
）
ヴ

　
ァ
リ
ァ
ー
ノ
で
一
九
七
六
年
の
値
は
、
筆
者
の
推
計
に
よ
る
と
約
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
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